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Public  relations  brochure  of  Higashikawa

○よしもとお笑いライブ
○石狩川流域300万本植樹運動による記念植樹

○輸血用の血液が不足するおそれがあります。
　献血にご協力を！

○衆議院議員総選挙及び第20回最高裁判所裁判官
　国民審査投開票結果

○除排雪にご協力ください

○新しい出生届のスタイル　11月1日（火）スタート

○「握手、抱擁、キス」
英語指導助手（ＡＥＴ）キンバリー・マルヤマ・ヤチヨ

○短歌・俳句○新刊図書・ビデオ案内
○東川町民が選ぶ日本ハムファイターズ月間MIP賞発表（８月分）
○道草館だより　ほか

○「うちの子・よその子・みんなの子」
　（元）郷土史編集専門員　尾池隆男

○「2005年の紅葉」
　山樂舎ＢＥＡＲ　佐久間　弘

○年金情報○在宅ケア推進事業映画上映会を開催します
○税金は私たちの暮らしを支える貴重な財源です
○既設公営住宅・特定公共賃貸住宅の入居者を募集します
○60番東川バスの終点が変更になります○入札結果のお知らせ
○もっくるニュース○社協通信○地域再生マネージャー事業がスタートします
○まちづくりトーク２１を開催します○保健だより
○東川中学校吹奏楽部東日本学校吹奏楽大会で金賞受賞○ほか

○第19回　「成功している人から学ぶ」
　英語学習指導員　宮地晶子

○「子どもに学ぶ」
　東川町幼児センター未満児主任　佐伯　昌子

○「できることから始めよう！」－運動不足を解消するためにー
○子育て支援センター子育て講演会のお知らせ
○町立診療所ミニドックのお知らせ○移動献血車が来町します
○保健カレンダーほか

東川百慶入選作品より
「ワッハッハ！♪フラダンス♪」

大東　美佳子
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医
療
の
現
場
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
血
液
製
剤
。
そ
れ
ら
は
、
皆
さ
ん
の
「
献
血
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
変
異
型
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
の
感
染
予
防
を
目
的
と
し
、
当
分
の
間
、
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
九
六
年
の

間
に
英
国
滞
在
歴
が
あ
る
方
の
献
血
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
医
療
に
必
要
な
血
液
の
不
足
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
血
液
の
提
供
が
可
能
な
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
献
血
に
対
す
る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ズームイン

献血にご協力を！

00M

◆
人
の
生
命
を
救
う
献
血

　
私
た
ち
の
体
を
流
れ
る
血
液
は
、人
間
の
生

命
を
維
持
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を

担
う
大
切
な
も
の
で
す
。体
か
ら一
定
量
の
血

液
が
失
わ
れ
る
と
命
を
落
と
す
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。そ
の
た
め
、大
き
な
ケ
ガ
な
ど
に
よ
る

出
血
や
血
液
の
病
気
の
治
療
に
は
、血
液
の
補

充（
輸
血
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。し
か
し
、現

在
の
科
学
で
は
、血
液
を
人
工
的
に
造
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、血
液
は
生
き
た
細
胞
で
、

長
期
に
わ
た
る
保
存
は
で
き
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、

血
液
製
剤
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に
、い
つ
で
も

必
要
な
だ
け
血
液
製
剤
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

「
献
血
」が
不
可
欠
な
の
で
す
。

◆
変
異
型
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ

病
予
防
の
た
め
の
献
血
者
制
限

　
変
異
型
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェル
ト
・ヤ
コ
ブ
病（ｖ
Ｃ

Ｊ
Ｄ
）は
、牛
海
綿
状
脳
症（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）に
感
染

し
た
牛
を
食
べ
る
こ
と
で
発
症
す
る
と
さ
れ
る

病
気
で
す
。平
成
十
七
年
二
月
に
国
内
で
初
め

て
確
認
さ
れ
たｖ
Ｃ
Ｊ
Ｄ
患
者
は
、一九
八
〇
年

に
二
十
四
日
間
英
国
に
滞
在
し
た
時
に
感
染

し
た
疑
い
が
強
い
と
み
ら
れ
てい
ま
す
。そ
の
た
め
、

英
国
で
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
原
因
と
い
わ
れ
て
い
る
肉
骨

粉
が
使
用
さ
れ
始
め
た一九
八
〇
年
か
ら
牛
の

危
険
部
位
の
流
通
規
制
が
徹
底
さ
れ
た一九
九

六
年
ま
で
の
間
に
同
国
に一日
以
上
滞
在
し
た

人
お
よ
び一九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
同

国
に
六
か
月
以
上
滞
在
し
た
人
か
ら
の
献
血
が
、

現
在
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
英
国
滞
在
者
の
感
染
リ
ス
ク
は
個
々

人
で
見
れ
ば
き
わ
め
て
低
い
た
め
、過
度
に
心

配
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、

ｖ
Ｃ
Ｊ
Ｄ
が
輸
血
か
ら
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
、輸
血
用
の
血
液
にｖ
Ｃ
Ｊ
Ｄ
病
原
体（
異

常
プ
リ
オ
ン
蛋
白
）が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
検
査
す
る
方
法
が
現
在
の
と
こ
ろ
存
在

し
な
い
こ
と
、ｖ
Ｃ
Ｊ
Ｄ
の
感
染
に
要
す
る
滞
在

期
間
が
不
明
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、輸
血
に

よ
るｖ
Ｃ
Ｊ
Ｄ
の
感
染
を
防
ぐ
暫
定
的
な
予
防

的
措
置
と
し
て
こ
の
よ
う
な
献
血
制
限
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
東
京
都
内
で
献
血
者
を
対
象
に
行
わ
れ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、平
成
十
七
年
三
月
で

全
体
の
六・七
％
、同
年
４
月
で
五・七
％
の
人
が
、

一
九
八
〇
年
か
ら一
九
九
六
年
の
間
、英
国
に
一

日
以
上
の
滞
在
歴
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
出

ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、新
し
い
献

血
制
限
に
伴
い
、献
血
者
が
減
少
し
、医
療
に

必
要
な
血
液
が
不
足
し
て
し
ま
う
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

◆
手
軽
に
で
き
る
献
血

　
献
血
は
、十
八
歳
以
上（
二
〇
〇
ml
献
血
は

十
六
歳
以
上
）の
健
康
な
方
な
ら
ば
、ど
な
た

で
も
簡
単
に
協
力
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。現
在
、献
血
者
の
約
六
割
は
十
六
歳
〜

三
十
九
歳
で
、若
い
世
代
が
中
心
と
な
り
、血

液
の
需
要
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
血
液
不
足
に
よって
医
療
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
た
め
に
は
、血
液
の
提
供
が
可
能
な
方
か

ら
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
献
血
へ
の
ご
協
力
が
必

要
で
す
。

　
献
血
は
、全
国
各
地
の「
献
血
ル
ー
ム
」（
全

国
百
二
十
五
か
所
）、献
血
バ
ス（
全
国
三
百
二

十
一台
）、献
血
セ
ン
タ
ー（
七
十
五
か
所
）で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
献
血
に
は
、血
液
中
の
す
べ
て
の
成
分
を
献

血
し
て
も
ら
う「
二
〇
〇
ml
献
血
」と「
四
〇

〇
ml
献
血
」、血
し
ょ
う
や
血
小
板
と
いっ
た
特

定
の
成
分
だ
け
を
献
血
す
る「
成
分
献
血
」が

あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
献
血
に
よ
り
、事
故
や
病
気
で
輸

血
が
必
要
な
人
の
生
命
を
救
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。ぜ
ひ
、献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■関連ホームページ　　厚生労働省「献血の推進について」 http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/iyaku/kenketsugo/7m2.html
日本赤十字　http://www.jrc.or.jp

輸
血
用
の
血
液
が
不
足
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

　
　
　
献
血
に
ご
協
力
を
！
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まちの話題が
満
載
！

まちの出来事

よしもとお笑いライブ

石狩川流域300万本植樹運動による記念植樹

　
10
月
12
日
、東
川
町
芸
術
文
化
招
聘
委
員
会

主
催
に
よ
る
文
化
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
町
民
の
皆
さ
ん
に
地
元
に
い
な
が
ら
本

格
的
な
文
化
公
演
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を

願
い
町
芸
術
文
化
招
聘
委
員
会
が
毎
年
企
画
し

て
い
る
も
の
で
、今
年
は
吉
本
芸
能
に
所
属
す
る

お
笑
い
芸
人
の
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
等
で
お
な
じ
み
の
だ
い
た
ひ
か
る
さ
ん
、

摩
邪
さ
ん
、ポ
イ
ズ
ン
ガ
ー
ル
バ
ン
ド
さ
ん
に
加
え

旭
川
、富
良
野
出
身
のコン
ビ
、グ
リ
ー
ンラ
ン
ド
さ
ん
、

そ
し
て
札
幌
を
拠
点
に
活
躍
を
続
け
る
笑
ハン
テ

ィ
ン
グ
さ
ん
を
迎
え
た
会
場
は
、お
笑
い
フ
ァ
ン
で

埋
め
尽
く
さ
れ
、ス
テ
ー
ジ
で
話
す
芸
人
さ
ん
の一

言
ひ
と
こ
と
に
笑
い
の
う
ず
が
ま
き
お
こって
い
ま

し
た
。

　
石
狩
川
流
域
の
緑
の
保
全・回
復
と
、水
源
涵
養
、

風
水
害
防
止
を
図
ろ
う
と
、平
成
６
年
度
か
ら
実

践
し
て
い
る「
石
狩
川
流
域
１
人
１
本
　
300
万
本

植
樹
運
動
」が
10
月
５
日
、忠
別
ダ
ム
上
流
の
野

花
南
地
区
に
あ
る
高
台（
野
鳥
の
森
）で
行
わ
れ
、

東
川
小
、東
川
第
一小
、東
川
第
二
小
の
児
童
118
名

が
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
は
、前
も
って
石
狩
川
振
興
財

団
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
た「
生
態
学
的
混
播

混
植
法
」と
い
う
植
栽
方
法
に
も
と
づ
き
、ミ
ズ
ナ
ラ
、

カ
エ
デ
、サ
ク
ラ
や
ド
ン
グ
リ
、ク
ル
ミ
な
ど
10
種
類

の
苗
木
を
植
え
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
植
栽
方
法
は
、い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
苗
や
種

を
混
播
す
る
こ
と
に
よ
って
、そ
の
場
所
の
気
候
や

土
質
な
ど
の
条
件
に
あ
っ
た
も
の
だ
け
が
生
き
残

り
森
を
つ
く
る
と
い
う
、新
し
い
自
然
林
再
生
法

で
す
。

　
参
加
し
た
児
童
は
植
え
た
苗
が
大
き
な
樹
木

に
成
長
し
森
を
つ
く
る
こ
と
を
想
像
し
な
が
ら
、一

本
いっぽ
ん
大
切
に
植
え
て
い
ま
し
た
。
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第44回衆議院議員総選挙及び
第20回最高裁判所裁判官国民審査投開票結果

　衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査
が9月11日に行われました。
　衆議院議員総選挙における小選挙区の投票率は、町
内全体で前回（平成15年）を5 .42ポイント上回る
73.33％となり、比例代表についても前回を5.46ポイ
ント上回る73.31％となりました。
　また、同日に行われた最高裁判所裁判官国民審査に

ついても、前回（平成15年）を5 .27ポイント上回る
71.27％となりましたが、依然として低い投票率とい
う結果となりました。
　開票は即日開票で午後9時から役場大会議室で行われ、
翌日の午後10時40分に開票結果がでました。各候補
者等の得票結果は次のとおりです。

衆議院小選挙区選出議員選挙

小選挙区投票結果

【小選挙区】

【比　　例】

【最高裁判所裁判官国民審査開票結果】

区分 投票者数

当・落

名簿届出政党等名
（届出番号順）

氏　　　名
（告示順）

罷免を可と
する投票

罷免を可と
しない投票 記載無効 計

東川町開票区
得　 票 　数

上川支庁計
（町　村） 全　道　計

当 ささき　隆　博 56 民　主　党 2,112票 143,860票

落 田　辺　八　郎 62 日本共産党 345票 23,343票

落 金　田えいこう 62 自由民主党 2,041票 141,099票

新　党　大　地 438票 8,054票 433,938票

民　　主　　党 1,596票 23,692票 1,090,727票

自 由 民 主 党  1,338票 20,205票 940,705票

社 会 民 主 党  252票 3,220票 152,646票

公　　明　　党 479票 6,456票 368,552票

日 本 共 産 党  347票 3,643票 241,371票

古　田　佑　紀 410票 3,816票 0票 4,226票

中　川　了　滋 420票 3,806票 0票 4,226票

堀　籠　幸　男 413票 3,813票 0票 4,226票

今　井　　　功 401票 3,825票 0票 4,226票

津　野　　　修 397票 3,829票 0票 4,226票

才　口　千　晴 405票 3,821票 0票 4,226票

候 補 者 氏 名
（届出番号順） 年齢 党　派 東川町開票区

得　 票　 数
北海道第6区
得　 票　 数

投 票 率
（）は前回

選挙当日の選挙
人名簿登録者数

選挙当日の
有　権　者　数

男 2,954人 2,952人 2,204人 748人 74.66％

女 3,270人 3,269人 2,358人 911人 72.13％

計 6,224人 6,221人 4,562人 1,659人 73.33％

73.33％

衆議院議員総選挙
候補者別得票数

73.31％
71.27％

投票率

棄権者数

比例代表投票結果（在外選挙分含む）
区分 投票者数 投 票 率

（）は前回
選挙当日の選挙
人名簿登録者数

選挙当日の
有　権　者　数

男 2,956人 2,954人 2,205人 749人 74.64％

女 3,273人 3,272人 2,359人 913人 72.10％

計 6,229人 6,226人 4,564人 1,662人 73.31％

棄権者数

最高裁判所裁判官国民審査投票結果
区分 投票者数 投 票 率

（）は前回
選挙当日の選挙
人名簿登録者数

選挙当日の
有　権　者　数

男 2,954人 2,952人 2,131人 821人 72.19％

女 3,270人 3,269人 2,303人 966人 70.45％

計 6,224人 6,221人 4,434人 1,787人 71.27％

（68.74％）

（67.16％）

（67.91％）

（68.70％）

（67.10％）

（67.85％）

（66.64％）

（65.43％）

（66.00％）

棄権者数

衆議院比例代表選出議員選挙（在外選挙分含む）
最高裁判所裁判官国民審査
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新しい 出生届のスタイル

新・婚姻届に続く第2弾  人にやさしいサービスの提案

11月1日（火）スタート

出
　
生
　
届

　
出
産
、そ
れ
は
新
し
い
命
の
誕

生
の
瞬
間
で
す
。

　
誕
生
の
瞬
間
は
、何
も
の
に
も

変
え
が
た
く
、例
え
る
事
も
で
き

な
い
感
動
の
瞬
間
で
あ
り
、待
ち

焦
が
れ
て
い
た
新
し
い
命
と
の
対

面
に
よ
り
、感
動
が
大
き
な
喜
び

に
変
わ
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　
出
生
届
は
、喜
び
と
共
に
、生
ま

れ
た
子
供
の
未
来
が
描
か
れ
る
大

切
な
書
類
。

　
親
の
優
し
さ
と
温
か
さ
の
中
で

夢
と
希
望
に
満
ち
て
成
長
す
る
子

供
が
、そ
の
出
生
届
を
い
つ
ま
で
も

大
切
な
記
念
と
し
て
思
い
出
に
で

き
た
ら
…
家
族
の
絆
は
よ
り
強
い

も
の
に
な
る
の
で
は
な
いで
し
ょ
う
か
。

　
新
し
い
出
生
届
の
ス
タ
イ
ル
は
、

提
出
す
る
と
き
を
素
敵
な
セ
レ
モ

ニ
ー
と
し
、新
し
い
命
を
迎
え
た
家

族
の
優
し
さ
と
温
か
さ
の
形
な
の

で
す
。

　
東
川
町
が
提
案
す
る
出
生
届
は
、

大
切
な「
と
き
」と「
思
い
」を
詰

め
込
ん
だ
記
念
品
と
し
て
、生
ま

れ
た
お
子
様
に
贈
ら
れ
ま
す
。

◆

■
こ
の
出
生
届
を
利
用
で
き
る
方

　
東
川
町
が
新
し
く
提
案
す
る

出
生
届
は
、東
川
町
に
届
出
を
提

出
さ
れ
る
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

※
そ
の
他
の
方
に
は
、従
来
の
様
式

を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

新・婚
姻
届
ス
タ
ー
ト

第一号
は
渡
辺
主
税・祐
子
夫
妻

　
10
月
３
日（
月
）、全
国
初
の
試
み

と
し
て
、新
・
婚
姻
届
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、同
日
午
後
、町
内
在
住

の
渡
辺
主
税・祐
子
夫
妻
が
届
出
を

提
出
し
、記
念
す
べ
き
第一号
の
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
企
画・デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
っ
た
ア
ー

ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
藤
本
や
す
し
さ
ん
、

松
岡
町
長
立
会
い
の
も
と
、窓
口
に

届
出
が
提
出
さ
れ
複
写
さ
れ
た
台

紙
に
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
、お
二
人
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、藤
本
さ
ん
か
ら
は
第一号
の

記
念
品
と
し
て
用
意
し
て
い
た
だ
い

た
ピ
ン
ク
の
シ
ャ
ン
パ
ン
、そ
し
て
町

長
か
ら
も
記
念
品
と
祝
福
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
無
事
に
届
出
を
済
ま
せ
た
お
二
人

は
、報
道
陣
の「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は

い
つ
開
け
た
い
で
す
か
」と
う
い
う
質

問
に「
10
年
、20
年
後
の
節
目
の
年

に
二
人
の
思
い
を
確
認
し
合
い
たい
。」

（
主
税
さ
ん
）、「
危
機
的
状
態（
！
）

に
なった
と
き
に
開
け
たい
。（
笑
）」（
祐

子
さ
ん
）と
笑
顔
で
答
え
てい
ま
し
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

ご家族
に贈られる
出生届

複写式
になった
新しい出
生届
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【藤本やすし】（アートディレクター　CAP代表）
1973年　平凡社入社、「アニマ」「太陽」編集部を経て1981年に同社を退社。
1983年　CAP設立。「マリークレール」「流行通信」「olive」「VOGUE NIPPON」
「GQ JAPAN」「GINZA」「BRUTUS」「CASA BRUTUS」「STUDIO VOICE」
など、デザイナーとして関わった雑誌は約100誌に上り、海外からも注目されてい
る。また、ルイ・ヴィトン・ジャパン、ビームス、六本木ヒルズの広告制作のアートディ
レクターを務める。

■デザイン（協力）
　今回の出生届は、10月からスタートした婚姻届に続き、人
にやさしいサービスの第2弾として実施するもので、デザイ
ンの原型である婚姻届はフジテレビ「ニューデザインパラダ
イス」（関東エリア限定）で取り上げられた企画を実現させた
ものです。制作は株式会社アミュ
ーズ（番組制作）の協力を得て、海
外からも注目されているアートデ
ィレクター藤本やすし氏のデザイ
ンで作られました。

■
東
川
町
で
届
出
を
提
出
で

き
る
方

・
子
の
出
生
地
か
本
籍
地
が
東
川

町
で
あ
る
。

・
届
出
人（
父
、母
等
）が
東
川
町

に
お
住
ま
い
で
あ
る
。（一時
的
な
滞

在
者
を
含
む
）

■
出
生
届
の
内
容

・
出
生
届
に
記
載
さ
れ
た
内
容
は

台
紙
に
複
写
さ
れ
、記
念
の
日
付

ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
生
ま
れ
た
お

子
様
に
記
念
の
出
生
届
と
し
て
贈

ら
れ
ま
す
。

・
付
属
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
シ
ー
ト
に
、そ

れ
ぞ
れ
親
と
生
ま
れ
た
お
子
様
の

写
真
を
貼
り
、親
か
ら
子
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
お
子
様
の
出
生
情
報
な

ど
を
書
き
、台
紙
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入

れ
ま
す
。

・
台
紙
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
、記
念
の

足
型
や
お
腹
の
中
に
居
た
時
の
写

真
な
ど
も
一緒
に
入
れ
、封
を
し
て

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
し
ま
す
。

・
あ
と
は
、い
つ
で
も
取
り
出
し
て

眺
め
る
も
よ
し
。大
切
に
し
ま
って

お
く
も
よ
し
。

・お
子
様
が
成
人
し
た
と
き
や
、結

婚
さ
れ
る
と
き
に
、こ
の
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
の
封
を
切
り
、家
族
と
共
に

成
長
と
門
出
を
祝
って
く
だ
さ
い
。

お
子
様
の
笑
顔
が
い
つ
ま
で
も
写

真（
え
）に
な
る
素
敵
な
笑
顔
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
…
。

藤本やすし氏から
町の皆さんへのメッセージをいただきました。

　東京の街ではまだTシャツ姿の人も目立つ秋の初め、新しい婚
姻届を提出する第一号さんを迎えるセレモ二ーのために東川町
へやって来た。テレビ番組が縁で、ボクがデザインした新しい婚姻
届を東川町で使ってくれることになったのだ。
　数年前に2泊3日の社員旅行で訪れて以来の北海道。今回の旅
をとても楽しみにしていた。
　美しく舗装された道路をひたすら走り、紅葉の始まった旭岳に
登り、湧き水を堪能した。天人峡の岩と滝の美しさに感動し、廃校
を改築した家具工場を見学し、焼きたてのかぼちゃパンを食し、小
川の淵に咲く珍しい花を見つけ微笑み、夜道に現れたエゾシカに
はしゃいだ。そして何と言っても一番驚いたのは、町を360度ぐる
りと囲んだ山肌に現れた夕焼け空の美しさだった、フーッ。
　東川町では時間がゆっくりと過ぎて行く。人は優しく、思いやり
に満ちている。経験したことのない雪の季節の北海道を楽しみに、
きっと冬の東川町に戻って来ます。そのときまでに、この婚姻届と

新しい出生届が、たくさん役に立っているとい
いなって思っています。
　ボクはすっかり東川町のファンになってし
まった。

FU
JI

M
O

T
O

c o l l e c t i o n s

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆

藤
本
や
す
し
講
演
会

「
雑
誌
の
デ
ザ
イ
ン
や
っ
て
ま

す
。」開
催
さ
れ
る

　
同
日
夜
、農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
藤
本
や
す
し
氏
の
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
業
界
の
第
一
人

者
が
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

遠
く
は
札
幌
な
ど
か
ら
多
く
の
聴

衆
者
が
藤
本
氏
の
貴
重
な
話
し
を

聴
こ
う
と
集
ま
り
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
番
組「
ニ

ュ
ー
デ
ザ
イ
ン
パ
ラ
ダ
イ
ス
」で
の
新

し
い
婚
姻
届
の
誕
生
秘
話
や
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
い
う
仕
事
の
話
、現
在
の
活

動
の
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
、参
加
者

は
藤
本
氏
の
話
か
ら
何
か
を
得
よ
う

と
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、自
然
と
融
和
し
た
東
川
町

の
町
づ
く
り
と
街
並
み
に
と
て
も
よ

い
印
象
を
持
ってい
た
だい
た
よ
う
で
、

講
演
会
の
な
か
で
も
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
の
視
点
か
ら
、ま
っ
す
ぐ
続
く

道
の
す
ば
ら
し
さ
な
ど
私
た
ち
が
気

づ
か
な
い
町
の
良
さ
に
つい
て
お
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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特 集 出生届がかわります



生涯学習

日　時　11月24日（木）午前10時30
分から11時
場　所　文化交流館図書室
　絵本の読み聞かせと手あそびなど
で楽しくすごしましょう！どなたでも参加
できます。（会費無料・申込不要）
　おはなしの会ピッピでは、活動に参
加してくださるメンバーを募集中です。
やってみようかなー？と思う方は下記ま
でご連絡ください。
お問い合わせ　大友182－4967ま
たは向坊182－5315

展示のご案内

文化ギャラリー

TEL.82-4245

おはなしの会ピッピ「0才からの
おはなし会」を開催します

生涯学習ふれあい事業「いきいき・
わくわく塾」 秋休み特別講座
こども電気教室開催される

第59回旭川市民体育大会
（柔道・9月25日）

大会結果のお知らせ

文化交流館

　10月6日登別市において、第49回
北海道公民館大会［登別大会］兼公
民館連合会北海道ブロック大会が行
われ、町公民館中央分館分館長「尾
池å男さん」が、長年の公民館分館
長活動に対する功労が認められ表

彰を受けました。
　尾池さんは、平成5年４月より町公
民館中央分館長を務め、公民館活動
の中心的役割を担い、他にも社会教
育分野における様 な々活動や町郷土
史編集専門員など教育行政全般に
おいて活躍されております。現在も、
公民館活動や地域コミュニティー活
動の普及・発展にご尽力されています。

TEL.82-4700

　いきいき・わくわく塾の秋休み特別
講座(こども電気教室)が、10月６日北
海道電力（株）忠別川水力発電所建
設所職員を講師に迎え、ふれあいサ
ポートクラブの協力を得て開催され、
小学生35名が参加しました。
　午前中は、改善センターで忠別川
水力発電所の役割、発電の種類や
模型を使っての仕組み等についてわ
かりやすい説明を聞き、その後、一人
ひとりソーラーカーを製作し、太陽の光
でちゃんと走るかどうか外で実験しま
した。
　午後からは、忠別ダムへ移動し、説
明を受けた後、高さ86ｍのダムを地下
まで降りて見学することができ、また、
移設中の江卸発電所の説明も受け、
日常では経験できない貴重な体験を
することができました。

●小学生１・２年生の部
３位　野村彩友美
●小学生５・６年生の部
３位　長瀬　綾香
●小学生男子
　１年生の部
３位　菊地　壱
●小学生男子
　３年生の部
３位　滝本諒一

●11月5日（土）～11月24日（木）
　◇後藤昌美写真展「知床」
　◇薬師洋行報道写真展
　◇前沢卓写真展
●11月26日（土）～12月26日（月）
　◇写真甲子園本戦作品展
　◇立木義浩作品展

前沢卓写真展より
「タンチョウと漁船」

尾池隆男さん北海道公民館協会
優良職員表彰受賞

公民館
TEL.82-3200

第19回全町バレーボール大会
のお知らせ

海洋センター
TEL.82-4600

日　時　平成17年11月20日（日）
（開会式）午前９時～
場　所　東川海洋センター・中学校
参加対象　一般男女（中学生以上）
試合方式及びチーム編成
男女混合６人制のリーグ戦

申込方法　11月11日（金）までに東
川町バレーボール協会事務局（役場
保健福祉課　大角）へお申込みくだ
さい。
参 加 料　1チーム2,000円（学生チ
ーム1,500円）マイプラン・マイスタディ講座受講生募集！マイプラン・マイスタディ講座受講生募集！マイプラン・マイスタディ講座受講生募集！マイプラン・マイスタディ講座受講生募集！マイプラン・マイスタディ講座受講生募集！
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ＮＥＴ　W O R K

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク情 報 ネ ッ ト ワ ー ク

　町教委では、この「情報ネットワーク」
を通して、町民の方々が生涯学習を進
めていくための学習、研修、健康づくり
に関する情報を提供しています。
　また、町民の皆さまの希望や意見
を伝えるページとしても活用したいと
考えています。こんなサークルを作り
たい、また参加してみたい、こんな学
習資料、指導者の情報を提供してほ
しい、こんな事業を計画してほしいなど、
広く取り上げていきたいと思いますので、
どしどしご意見・ご希望をお寄せくださ
い。
連絡先／右記の各施設担当までお
願いします。

11月の教育相談
対　象
《テーマ》
と　き
ところ
持ち物
申込み

町内に住んでいる新生児～就園前の親子ならどなたでも（会員随時募集中です。）
「秋の茶話会2」
11月10日e　午前10時30分～午後3時位まで
東川町公民館（和室）
お弁当
不要

相談日　１６日（水）
時　間　午前１０時～午後４時
相談要領　電話相談（来室可）
専用電話　1８２－４２２５

役場保健福祉課　保健師まで（182－2111）

「みんなでつくろうあったか」標語
（平成16年度入選作品）

入　選 中学生の部

（東川中　1年　山鹿　里奈）
わすれない きみから学んだ この気持ち

お問い合わせ

マイプラン・マイスタディ講座受講生募集講座受講生募集！マイプラン・マイスタディ講座受講生募集講座受講生募集！マイプラン・マイスタディ講座受講生募集講座受講生募集！

社会教育
TEL.82-2111

　この事業は、生涯学習時代における町民皆さんの自主的な学習を奨励し、
支援するものです。
　興味をお持ちの方は、友人等お誘い合わせのうえ、多数応募されますようご
案内いたします。

=マイプラン・マイスタディ講座（自主学級）=
◎開催要領
☆学習希望者が仲間（5名以上）を募り、開催申請書（学習計画書を含む）を
　教育委員会に提出すると開催できます。
☆開催期間は、平成18年3月31日までとします。
☆学習分野は、趣味娯楽、家庭生活、文化教養、健康づくり、スポーツなどの
　分野とします。できるだけ皆さんの希望に沿えるように努めますが、万が一
　適当な講師が見つからず、講座が開催できない場合はご了承ください。
☆会場は、町公共施設をご利用ください。（学習分野によっては、町外施設も
　使用可）
☆対象は、一般町民とします。（町内在住または、勤務する者）
◎経　　費
☆1講座1回1人500円です。計画回数分を申込みの時に一括納入願います。
　都合で欠席されても参加料は返却できませんのでご了承ください。
☆講師謝金は、1講座5回を限度に教育委員会で負担しますが、材料等個人
　に係る経費は自己負担となります。
◎申 込 先
☆教育委員会社会教育課（182－2111）へ、開催申請書を提出してください。
☆学習要望等に対する相談も応じます。
◎講座項目〔主なもの〕
　1.陶芸　2.英会話　3.押し花　4.写真　5.クラフト　6.染め物
　7.編物　8.絵画　9.着つけ　10.書道　11.和裁　12.切り絵　13.パソコン
　14.太極拳　15.卓球　16.スキー　17.テニポン　18.パンづくり他

東川町生涯学習ネットワーク事業

マイプラン・マイスタディ講座受講生募集講座受講生募集！マイプラン・マイスタディ講座受講生募集講座受講生募集！マイプラン・マイスタディ講座受講生募集！
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か
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
毎
日
こ
つ

こ
つ
と
英
語
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

も
励
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。
忙

し
い
人
ほ
ど
よ
く
頑
張
る
、
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
や
は
り
、

長
期
的
な
目
標
が
あ
る
と
努
力
は

習
慣
化
し
て
成
功
は
現
実
の
も
の

に
な
り
ま
す
。

彼
女
は
色
紙
に
い
つ
も
Ai
54
と

書
く
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
パ
ー
72

の
コ
ー
ス
の
全
18
ホ
ー
ル
で
全
て

バ
ー
デ
ィ
ー
（
基
準
打
数
よ
り
一

つ
少
な
い
ス
コ
ア
）
だ
と
そ
の
ラ

ウ
ン
ド
の
ス
コ
ア
が
54
に
な
る
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
彼
女
の

尊
敬
す
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
目
標
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
不
可
能
と
も

思
え
る
目
標
を
色
紙
に
書
く
こ
と

に
私
は
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
も
の
を
感

じ
ま
し
た
。
で
き
る
人
ほ
ど
目
標

を
高
く
揚
げ
て
い
る
の
で
す
。

目
標
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ

と
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
が
習

慣
化
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
に
勝

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
か
の
分
野
で
成
功
し
て
い
る

人
か
ら
は
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

先
日
、
北
海
道
新
聞
に
宮
里
藍

さ
ん
の
こ
と
が
載
っ
て
い
ま
し

た
。
日
本
女
子
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ

で
20
歳
で
最
年
少
優
勝
し
た
と
き

の
も
の
で
す
。
そ
の
記
事
に
は
こ

ん
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し

た
。世

界
で
の
活
躍
を
夢
見
る
彼
女

は
、「
英
語
は
し
ゃ
べ
れ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
思
い
中
学
で
英

検
三
級
を
取
り
、
プ
ロ
に
な
っ
て

か
ら
も
テ
レ
ビ
の
英
会
話
番
組
を

見
る
な
ど
し
て
勉
強
し
て
い
る

と
。
そ
し
て
、
海
外
転
戦
が
現
実

の
も
の
と
な
り
、
そ
の
勉
強
が
生

き
て
き
た
、
と
。

ゴ
ル
フ
が
す
ご
い
と
ゴ
ル
フ
し

か
や
っ
て
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

カナダから日本に戻ってきてあらためて大きな
文化の違いに気づきました。というのもカナダで
撮った写真を見せたら、日本の友人や生徒が眉を
ひそめたのです。
面白いことに写真にはきれいなカナダの景色だ

けでなく、私たち家族や友人がどうやって触れ合
うか、が写し出されていたのです。私たちはいつ
もお互いの体に腕を回します。西洋の家族では、
会えば抱きしめるしキスさえします。親しい友人
の場合も同じです。初対面の場合ならお辞儀をし
ないで握手をします。子供のとき、第一印象には
握手が大切だと教え込まれました。誰だって腐っ
た魚（dead fish）のような握手はいやですものね。
父と握手の練習をしたものです。

こういうことも日本でなかなか慣れないことの
一つかもしれませんね。ただ握手したり抱きしめ
たりしたいのに、相手に居心地の悪い思いをさせ
ていると感じます。それにきちんとお辞儀ができ
たかどうかいつも気にしていました。
いまだに上手くできているとは思えません。ま

た日本に来て以来、ヨーロッパから来た人たちと
もたくさん友だちができましたが、こんなことも
ありました。まだ知り合ったばかりの友人が私を
抱きしめて頬にキスしたのです。しかも両頬にで
す！結局慣習というのは様々で、お付き合いする
には慣れるしかないものです。だからいつかあな
たの体に両手をまわしてくる外国の人が現れたと
しても驚かないでくださいね。

Upon coming back to Japan from my trip back home,
I've come to realize a big difference between our
cultures!  Upon showing my pictures to my Japanese
friends and students, I sensed that my pictures were
raising eyebrows.  What's funny is that the pictures
portrayed more than scenic Canada; they showed a
glimpse of how we interact as family and friends... we
always had our arms wrapped around each other!
Within western families, we often hug and even kiss
when we meet each other.  This is true for closer
friends as well.  For strangers, instead of bowing, we
always shake hands upon meeting.  As kids, we were
taught time and again how important handshakes were
for first impressions.  Nobody wanted a“dead fish”
handshake!  I remember practicing how to shake
hands with my dad!  

This may have been one of the harder things to get
used to in Japan.  I just wanted to shake hands or hug,
but could always sense that I was causing discomfort!
I was also always worried whether I was bowing right
or not.  I still don't think I do it right!  However, on
the other hand.  Since coming to Japan I have also
made many European friends.  I was shocked the first
time I got kissed on both cheeks and embraced by a
new friend that I barely knew!  I guess we all have
different customs that we must get used to when
interacting with each other.  So don't be surprised if a
foreign friend wraps their arms around you one of
these days! 

英語学習指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

成功している人から学ぶ
第19回
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11月
日 月 火 水 木 金 土

12月
日 月 火 水 木 金 土

暮 ら し の
情 報 ボ ッ ク ス
■東川町役場
■改善センター（公民館）
■文化交流館
■文化ギャラリー
■B&G海洋センター
■町立診療所
■大雪消防組合東川支署
■道草館

82-2111
82-3200
82-4245
82-4700
82-4600
82-2101
82-2310
68-4777

8 9 10 11
1 2 4

１２
１３

２３

５
7６

３

1514 16 17 18 １９
２０ 21
２７ 28

22 24 25 ２６
29 30

４ １０5 6 7 8 9
1 2 ３

１１ １７
19 21

13 14 15 16

３１29 30
１８ ２３

12

26２５
２４20 22

2827

11月のこよみ
4日
5日
6日

13日
15日
18日
21日
22日
24日

25日

子育て講演会（幼児センター）
久元祐子ピアノコンサート
東川小学校学習発表会
第一小学校学芸会
第二小学校学芸会
幼児センターお遊戯会
住宅ケア推進事業映画上映会
まちづくりトーク21（第1コミセン）
まちづくりトーク21（第2コミセン）
まちづくりトーク21（児童館）
まちづくりトーク21（改善センター）
教育委員会議（改善センター13：30～）
まちづくりトーク21（西部コミセン）

税
務
住
民
課
住
民
相
談
年
金
係

年
金
保
険
料
を
年
末
調
整
や
確

定
申
告
す
る
際
に
証
明
書
の
添

付
等
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
等
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
平
成
16
年
分
ま
で
の
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
手
続
き
で
は
、
納
付

し
た
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

所
得
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成
17
年
分
の
所
得
の
申
告
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
控
除

と
し
て
申
告
す
る
場
合
、
一
年
間
に

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
等
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か

ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様

に
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金

い
う
タ
イ
ト
ル
の
ノ
ー
ト
に
は
銀
行

か
ら
17
億
を
強
奪
す
る
と
い
う
衝
撃

的
な
計
画
が
記
さ
れ
て
い
た
！

一
度
き
り
の
人
生
、
派
手
に
ひ
と

花
咲
か
せ
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
！

「
死
に
花
」
で
は
そ
ん
な
「
諦
め
な
い
」

男
達
の
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

（
出
演：

山
崎
努
、
宇
津
井
健
、
青
島

幸
男
・
藤
岡
琢
也
・
谷
啓
・
長
門

勇
・
松
原
智
恵
子
ほ
か
）

料
　
金

前
売
券
500
円
、
当
日
券
700

円
　
前
売
券
は
実
行
委
員
の
ほ
か
、

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
な
が
さ
わ
・
山
地

商
店
・
中
西
商
店
・
東
八
ス
ト
ア

ー
・
公
民
館
・
道
草
館
・
実
行
委
員

会
事
務
局
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
在
宅
ケ
ア
推
進
事

業
実
行
委
員
会
事
務
局
　
保
健
福
祉

課
社
会
福
祉
係
　
1
82
│
２
１
１
１

内
線
501
・
502

保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
、
社
会
保
険
庁

か
ら
毎
年
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
証
明
内
容
は

本
年
１
月
か
ら
９
月
末
日
ま
で
に
納

付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額
と
、

年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の

納
付
見
込
額
で
す
。

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
た
場
合
な
ど
、
10
月
以
降
に
本
年

初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ

い
て
は
、
翌
年
２
月
初
旬
に
同
様
の

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
結

果
と
し
て
、
平
成
17
年
中
に
国
民
年

金
の
保
険
料
を
納
付
し
た
方
の
全
員

に
こ
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
年
末
調
整
ま
た
は
確

定
申
告
等
の
手
続
き
の
際
は
必
ず
こ

の
証
明
書
や
領
収
証
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
申
告
を
行
う
ま
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、
被

保
険
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
配
偶
者
も
連

帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と
し
て
ご
家

族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

と
き
は
、
そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納

付
し
た
方
の
所
得
税
等
の
控
除
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場

合
は
、
年
末
調
整
等
の
手
続
き
の
際

に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合

算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
に
は
ご
家
族
分
の
証
明
書
も
申
告

す
る
方
の
申
告
書
に
添
付
等
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

1
26
│
４

４
８
９
ま
た
は
役
場
税
務
住
民
課
住

民
相
談
年
金
係
1
82
│
２
１
１
１
内

線
122

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

在
宅
ケ
ア
推
進
事
業
映
画
上
映

会
を
開
催
し
ま
す

平
成
７
年
よ
り
介
護
予
防
・
地
域

支
え
合
い
事
業
の
一
環
と
し
て
、
多

く
の
お
年
寄
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
家
族
と
共
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目

的
に
高
齢
者
福
祉
を
テ
ー
マ
と
し
た

映
画
上
映
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時
　
11
月
15
日
（
火
）

【
昼
の
部
】
開
場
　
午
後
１
時

開
演
　
午
後
１
時
30
分

【
夜
の
部
】
開
場
　
午
後
６
時

開
演
　
午
後
６
時
30
分

会
　
場

東
川
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
（
公
民
館
）
大
ホ
ー
ル

上
映
作
品
映
画
「
死
に
花
」

東
京
郊
外
の
瀟
洒

し
ょ
う
し
ゃ

な
老
人
ホ
ー
ム

で
悠
々
自
適
の
日
々
を
送
る
老
人
達

に
、
あ
る
日
突
然
に
仲
間
の
死
が
訪

れ
た
。
友
の
遺
し
た
「
死
に
花
」
と
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～ストップ・ザ・交通事故死～目指せワースト１返上～

運動の期間
平成平成1717年1111月1111日～1111月20日

夕暮れ時暮れ時における高齢者高齢者の交通事故防止交通事故防止
路面状況路面状況に応じたスピードの抑制等抑制等

スリップ事故防止事故防止
シートベルトとチャイルドシート

の着用着用の徹底徹底

平成17年11月11日～11月20日

運動の重点
夕暮れ時における高齢者の交通事故防止
路面状況に応じたスピードの抑制等

スリップ事故防止
シートベルトとチャイルドシート

の着用の徹底

東川町東川町・東川町交通安全協会東川町交通安全協会・東川、東川、東川西駐在所東川西駐在所東川町・東川町交通安全協会・東川、東川西駐在所

冬の交通安全運動冬の交通安全運動

税
務
住
民
課
総
合
収
納
対
策
室

税
金
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

支
え
る
貴
重
な
財
源
で
す

町
で
は
、
み
な
さ
ん
が
快
適
で
健
康

な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
多
く
の
費
用
も
必
要
に
な

り
、
そ
の
自
主
財
源
と
し
て
最
も
根
幹

と
な
る
の
が
「
税
金
」
収
入
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
健
康
で
快

適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
の
主
役
と
し
て
「
税
金
」
の
公
平

な
負
担
と
貴
重
な
自
主
財
源
の
確
保
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
町
税
第
３
期
分
の
納
期
は
11
月
30

日
で
す
。

町
税
（
町
道
民
税
・
固
定
資
産
税
）

の
３
期
分
の
納
期
限
は
11
月
30
日
（
水
）

で
す
。
期
限
内
に
納
税
を
済
ま
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
預
貯

金
口
座
の
残
高
を
確
認
い
た
だ
き
、
自

動
引
落
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

納
税
が
遅
れ
ま
す
と
、
督
促
状
や
催

告
状
が
送
ら
れ
て
き
た
り
、
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。（
残
高
不
足
等
で
振

替
納
税
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
も
含
み

ま
す
。）

な
お
、
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
、
納

期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
は
、
納
税
相
談
窓
口
の
税
務
住

民
課
総
合
収
納
対
策
室
（
1
82
│
２
１

１
１
内
線
121
・
127
・
129
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を

町
税
の
口
座
振
替
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ａ
東
川
、
北
央
信
用
組
合
東
川
支
店
、

郵
便
局
、
北
央
信
用
組
合
、
北
海
道
銀

行
、
北
洋
銀
行
、
北
陸
銀
行
の
各
支
店

（
一
部
取
扱
い
の
で
き
な
い
支
店
も
あ
り

ま
す
。）
か
ら
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

次
の
金
融
機
関
等
で
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。

口
座
振
替
手
続
き
窓
口

役
場
税
務
住
民
課
、
Ｊ
Ａ
東
川
、
北

央
信
用
組
合
東
川
支
店
、
北
海
道
銀
行

豊
岡
支
店
、
北
洋
銀
行
旭
川
中
央
支
店
、

北
陸
銀
行
旭
川
支
店
、
東
川
町
内
の
各

郵
便
局

手
続
き
方
法
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼

書
が
各
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付

書
、
預
貯
金
通
帳
、
銀
行
印
を
持
参
の

う
え
、
納
期
限
15
日
前
ま
で
に
手
続
き

願
い
ま
す
。（
郵
便
局
は
１
カ
月
前
ま
で

に
手
続
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

●
夜
間
の
納
付
窓
口
（
納
税
相
談
）

を
実
施
し
ま
す
。

長
引
く
不
況
等
に
よ
り
厳
し
い
生
活

が
強
い
ら
れ
て
い
る
状
況
の
た
め
、
町

税
な
ら
び
に
各
種
使
用
料
等
の
滞
納
額

も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
生

活
費
を
節
約
し
て
納
入
し
て
く
だ
さ
る

方
や
、
納
付
誓
約
に
よ
り
毎
月
決
ま
っ

た
額
を
納
入
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま

す
。そ

こ
で
、
日
中
納
付
で
き
な
い
方
の

た
め
に
、
次
の
と
お
り
夜
間
の
納
付
窓

口
、
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
納
期
限
内
で
の
納
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

当
日
は
、
町
税
（
町
道
民
税
、
軽
自

動
車
税
、
固
定
資
産
税
）
の
他
、
国
民

健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
公
営
住

宅
使
用
料
、
下
水
道
使
用
料
、
保
育
料

に
つ
い
て
も
納
付
、
納
付
相
談
も
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
残
念
な
が
ら
納
付
意
識
や
納

付
の
な
い
方
に
は
、
滞
納
処
分
（
給
料
、

不
動
産
、
銀
行
預
金
等
の
差
押
や
公
売

等
）
ま
た
は
強
制
執
行
を
実
施
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

実
施
日

11
月
24
日
（
木
）
・
25
日

（
金
）
・
28
日
（
月
）

時
　
間
午
後
５
時
〜
８
時
ま
で

場
　
所
役
場
１
階
税
務
住
民
課
４
番

窓
口

ポスターを募集します。ポスターを募集します。

北海道知事賞　優秀賞
厚真町立厚真中学校
小山内　菜美さん

主　催：北海道　　後　援：北海道教育委員会
※詳細は、中学校配付の募集要領をご覧ください。

　北海道では、次代を担う中学生のみなさんを対象に「税」をテーマとしたポス
ターを募集します。

募集概要
用　　紙

使用画材
募集期間

送 付 先

発 　 表

そ の 他

原則として画用紙八つ切り
（約27cm×38cm)
水彩絵の具またはポスターカラー
平成17年10月3日（月）～
　　　　　　　平成18年1月24日（火）
各中学校を通じて、上川支庁税務部または
名寄道税事務所まで
審査の結果は、平成18年2月中旬に
入賞者の学校に通知します。
入賞作品は道税ポスターやリーフレット
に使用するなど、道税の広報に活用させ
ていただきます。
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税
務
住
民
課
住
宅
下
水
道
係

既
設
公
営
住
宅
・
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す

受
付
期
間

11
月
１
日
（
火
）
〜
18

日
（
金
）

受
付
場
所

税
務
住
民
課
住
宅
下
水

道
係
窓
口
（
役
場
庁
舎
１
階
４
番
窓

口
）

募
集
戸
数

８
戸

持
ち
物

印
鑑
・
平
成
16
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で
の
所
得
の
状
況
が
確
認

で
き
る
書
類
（
所
得
証
明
、
源
泉
徴

収
票
等
）

＊

●
一
般
公
営
住
宅

募
集
団
地
①

清
流
中
央
団
地
Ａ
２

棟
　

場
　
所

西
町
３
丁
目
８
番

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
68
・
３
㎡
）
・
１
戸
（
２
階
）
・
２

万
３，
０
０
０
円
〜
６
万
６，
８
０

０
円

※
家
賃
の
他
温
水
器
、
暖
房
機
、
調

理
器
の
リ
ー
ス
料
４，
６
２
０
円
が

別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

平
成
14
年
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

２
階
建
、
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付

き
）、
オ
ー
ル
電
化
住
宅
、
物
置
付
き
、

駐
車
場
１
台

募
集
団
地
②

南
団
地
Ｂ
３
棟

場
　
所

南
町
１
丁
目
６
番

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
58
・
７
㎡
）
・
１
戸
（
１
階
）
・
２

万
５
０
０
円
〜
５
万
９，
６
０
０
円

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

平
成
11
年
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

２
階
建
、
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付

き
）、
オ
ー
ル
電
化
住
宅
、
物
置
付
き
、

駐
車
場
１
台

募
集
団
地
③

公
園
団
地
Ａ
１
棟

場
　
所

東
町
２
丁
目
14
番

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃
　
３
Ｄ
Ｋ

（
50
・
00
㎡
）
１
戸
・
８，
４
０
０
円

〜
２
万
３，
８
０
０
円

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

昭
和
50
年
・
簡
易
耐
火
構
造
平
屋
建
、

物
置
な
し
、
駐
車
場
な
し

※
浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
、
灯
油
タ
ン
ク

に
つ
い
て
は
、
入
居
者
が
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

入
居
資
格

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤

務
地
を
有
す
る
方
お
よ
び
本
町
に
居

住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
の

要
件
に
該
当
す
る
人
。

①
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
の
い
る
方
又
は
単
身
で
50
歳

以
上
の
方
（
生
活
保
護
者
等
の
一
部

を
除
く
）

②
世
帯
の
収
入
金
額
が
国
で
定
め
る

収
入
基
準
の
範
囲
内
の
方
（
月
額
所

得
が
20
万
円
未
満

※
た
だ
し
、
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て

変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

●
入
居
期
限
付
公
営
住
宅

建
替
え
の
関
係
で
入
居
期
限
付
住

宅
。
建
替
え
に
伴
う
移
転
補
償
の
支

給
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
他
の
公
営
住
宅
へ
の
斡
旋

も
行
い
ま
せ
ん
。

募
集
団
地
④

清
流
団
地
Ｂ
４
棟

（
平
成
21
年
３
月
31
日
期
限
）

場
　
所

西
町
３
丁
目
７
番

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃

３
Ｄ
Ｋ

（
43
・
８
㎡
）
１
戸
・
６，
５
０
０
円

〜
１
万
１，
３
０
０
円

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

昭
和
47
年
・
簡
易
耐
火
構
造
平
屋
建
、

物
置
な
し
、
駐
車
場
な
し

募
集
団
地
⑤

清
流
団
地
Ｄ
４
棟

（
平
成
21
年
３
月
31
日
期
限
）

場
　
所

西
町
３
丁
目
７
番

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃

２
Ｄ
Ｋ

（
39
・
６
㎡
）
１
戸
・
６，
１
０
０
円

〜
１
万
１，
８
０
０
円

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

昭
和
48
年
・
簡
易
耐
火
構
造
平
屋
建
、

物
置
な
し
、
駐
車
場
な
し

※
浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
、
灯
油
タ
ン
ク

に
つ
い
て
は
、
入
居
者
が
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

入
居
資
格

一
般
公
営
住
宅
と
同
じ

＊

選
考
方
法

公
営
住
宅
等
入
居
者
選

考
委
員
会
を
開
催
し
入
居
者
を
決
定
。

※
上
記
委
員
会
で
決
定
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
は
公
開
抽
選
会
を
開
催
し
ま

す
。（
開
催
日
は
未
定
で
す
。）

入
居
予
定
日

11
月
上
旬

敷
　
金

家
賃
の
３
カ
月
分

お
問
い
合
わ
せ

税
務
住
民
課
住
宅

下
水
道
係
1
82
│
２
１
１
１
（
内
線

129
）

企
画
総
務
課
地
域
自
治
推
進
室

「
町
長
へ
の
手
紙
」
で
多
く
の

皆
様
の
声
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す

町
広
報
６
月
号
に
お
い
て
「
町
長

へ
の
手
紙
」
の
用
紙
を
配
付
し
ま
し

た
が
、
８
月
末
ま
で
に
39
件
の
お
手

紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
運
営
や
改
善
、
保
育

料
の
問
題
や
環
境
の
美
化
、
交
通
安

全
な
ど
多
く
の
ご
提
言
や
要
望
の
ほ

か
、
数
件
の
苦
情
も
あ
り
ま
し
た
。

手
紙
を
出
さ
れ
た
方
に
は
町
長
よ
り

お
一
人
お
ひ
と
り
に
返
事
を
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
一
部
は
町
広
報
へ
も

掲
載
し
紹
介
し
て
い
ま
す
。
差
出
人

の
記
載
が
な
い
も
の
や
公
表
を
は
ば

か
る
人
も
あ
り
、
個
人
情
報
の
保
護

に
配
慮
し
な
が
ら
慎
重
に
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
の
内
容

を
詳
細
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
行
政
運
営
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

広
報
12
月
号
で
再
度
用
紙
を
配
布

い
た
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
ご
意
見

や
ご
要
望
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

区　分 件　数
①提案（意見）

③苦情（不満）

④質問・その他

   合　　計

12

18

6
3
39

②要望
（実現を望む）

心
配
り
で
事
故
防
止
！！
交
通
事
故
に
よ
る

高
齢
者
の
死
傷
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

●
外
出
は
明
る
く
目
立
つ
服
装
で
。

　
夜
間
は
反
射
材
が
有
効
で
す
。

●
交
通
事
故
を
防
ぐ
の
は
、
一
人
一
人
の

　
心
が
け
で
す
。
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
に

　
努
め
ま
し
ょ
う
。

東川町交通安全協会
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税
務
住
民
課
環
境
衛
生
係

ご
み
に
つ
い
て
の
お
願
い

●
ご
み
収
集
車
内
で
火
災
発
生

ご
み
収
集
車
内
で
火
災
が
発
生
す
る

事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
原
因
は
ス
プ
レ

ー
缶
や
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
ガ
ス
ボ
ン

ベ
・
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
火
気
が
あ

る
物
の
爆
発
が
原
因
で
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
ガ

ス
ボ
ン
ベ
・
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
ご

み
と
し
て
出
す
と
き
は
、
必
ず
、「
中

身
を
使
い
切
る
」
か
「
穴
を
あ
け
る
」

な
ど
の
処
理
を
し
て
分
別
排
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
ご
み
の
焼
却
は
禁
止
で
す

町
の
窓
口
に
は
焼
却
に
よ
る
黒
鉛
や

悪
臭
、
焼
却
灰
の
飛
散
な
ど
の
苦
情
が

現
在
も
な
お
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
ム
缶
や
基
準
に
適
合
し
な
い
焼

却
炉
を
用
い
た
焼
却
や
、
野
焼
き
に
よ

る
ゴ
ミ
の
焼
却
は
全
面
的
に
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
暖
房
用
に
ま
き
ス
ト
ー
ブ
を

使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
ま
き
以
外

の
物
を
燃
料
と
し
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

●
犬
を
散
歩
さ
せ
た
と
き
の
犬
の
フ

ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

犬
の
フ
ン
害
に
よ
る
苦
情
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
を
散
歩
さ
せ
る

と
き
は
、
フ
ン
を
持
ち
帰
る
た
め
の
袋

を
必
ず
持
ち
歩
き
、持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

税
務
住
民
課
環
境

衛
生
係
1
82
―
２
１
１
１

都
市
建
設
課
管
理
係

60
番
東
川
線
バ
ス
の
終
点
が

変
更
に
な
り
ま
す

旭
川
電
気
軌
道
バ
ス
60
番
東
川
線
の

終
点
は
東
町
２
丁
目
２
番
地
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
11
月
20
日
よ
り
路
線
が

延
長
と
な
り
終
点
も
変
更
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
終
点
は
、
東
町
４
丁
目
３
番

（
道
道
旭
川
旭
岳
温
泉
線
の
西
２
号
道

路
交
差
点
北
角
）
に
町
が
造
成
し
ま
し

た
バ
ス
旋
回
所
（
東
町
交
通
公
園
）
と

な
っ
て
お
り
、
屋
根
付
き
の
バ
ス
待
合

ス
ペ
ー
ス
・
ト
イ
レ
・
駐
車
場
が
設
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

上
川
圏
域
障
が
い
者
総
合
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
〜
ね
っ
と

〜
の
ご
紹
介

上
川
圏
域
障
が
い
者
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
〜
ね
っ
と
〜
で
は
、
身
体
障

害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
を
有
す
る

方
々
や
ご
家
族
の
相
談
に
応
じ
、
地
域

生
活
が
充
実
す
る
よ
う
に
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
月
〜
金
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
相
談
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
電

話
・
メ
ー
ル
で
の
相
談
を
24
時
間
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

住
　
所
０
７
８
｜
８
２
４
１
　

旭
川
市
豊
岡
11
条
５
丁
目
５
｜
４

電
　
話
33
｜
８
７
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
33
｜
８
７
３
９

E-mail
net@

ecnt.net

企
画
総
務
課
総
務
係

自
衛
隊
よ
り
お
知
ら
せ
　

３
・
４
月
採
用
（
男
子
）
自

衛
官
（
陸
・
海
・
空
）
を
募

集
し
ま
す

受
験
資
格
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成

18
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子

試
験
日

平
成
17
年
12
月
４
日
（
日
）

ま
た
は
12
月
５
日
（
月
）
の
い
ず
れ
か

１
日

試
験
会
場
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

（
旭
川
市
春
光
町
）

受
付
締
切
平
成
17
年
11
月
下
旬

入
隊
予
定
日
平
成
18
年
３
月
下
旬

お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
旭
川
地
方

連
絡
部
南
地
区
隊
1
22
│
０
６
４
８
ま

た
は
役
場
企
画
総
務
課
1
82
│
２
１
１

１
お
よ
び
募
集
相
談
員
（
小
野
利
昌

1
82
│
３
７
３
７
）
ま
で

国
民
生
活
金
融
公
庫
旭
川
支
店

年
末
資
金
は
お
早
め
に

年
末
資
金
の
準
備
は
お
す
み
で
し
ょ

う
か
。
国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
例

年
ど
お
り
年
末
事
業
資
金
を
お
取
扱
い

中
で
す
。
ま
た
、
新
た
に
事
業
を
始
め

ら
れ
る
方
へ
の
ご
融
資
の
相
談
も
お
受

け
し
て
お
り
ま
す
。

年
末
の
商
品
仕
入
れ
や
手
形
の
決

済
、
従
業
員
へ
の
ボ
ー
ナ
ス
の
支
払
い

な
ど
に
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
資
金
を

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
末
は

お
申
込
が
集
中
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
早
目
の
ご
相
談
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ご
融
資
限
度
額
４，
８
０
０
万
円

資
金
の
お
使
い
み
ち

事
業
資
金

（
運
転
資
金
・
設
備
資
金
）

利
　
率
年
１．
55
％
〜
（
平
成
17
年

９
月
20
日
現
在
）

ご
返
済
期
間

・
運
転
資
金
（
５
年
以
内
）

・
設
備
資
金
（
10
年
以
内
）

保
証
人
・
担
保

ご
融
資
に
際
し
て

の
保
証
人
・
担
保
（
不
動
産
、
有
価
証

券
等
）
な
ど
は
、
お
客
様
の
希
望
に
応

じ
て
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
他
に
お
使
い
み
ち
に
よ
っ

て
ご
融
資
額
や
ご
返
済
期
間
お
よ
び
利

率
が
有
利
な
融
資
制
度
も
ご
ざ
い
ま

す
。
詳
し
く
は
も
よ
り
の
商
工
会
、
商

工
会
議
所
ま
た
は
国
民
生
活
金
融
公
庫

旭
川
支
店
（
旭
川
市
４
条
通
９
丁
目

1
23
│
５
２
４
１
、
融
資
相
談
係
）
ま

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

入札および工事・業務発注結果のお知らせ 役場で行う工事等の入札及び工事・業務発注結果をお知らせします。
今回は、平成１７年１０月４日から１０月１４日までに実施した結果です。
お問い合わせは都市建設課管理係まで

入札執行日 工事名 区分 請負業者 予定価格（円） 請負価格（円） 契約方法

平成17年10月4日
大雪旭岳源水公園線軽舗装工事 工　事 鹿島道路（株）北海道支店 4,336,500 4,095,000 入　　札
清流西団地公園整備工事 工　事 松井組工建（株） 3,328,500 3,150,000 入　　札
消防設備保守点検業務 業　務 五光トータル防災（株） 1,281,000 934,500 入　　札
大雪遊水公園調査設計業務 業　務 旭川設計測量（株） 3,129,000 3,013,500 入　　札
平成17年度公営住宅西団地解体工事 工　事 （株）尾田工業 12,180,000 11,550,000 入　　札
西7号北5線道路改良工事 工　事 松井組工建（株） 29,379,000 27,405,000 入　　札

平成17年10月14日

（税込） （税込）
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ご み 減 量 化 情 報 誌
もっくるニュ～スvol.6
発 行 　 税 務 住 民 課
　 　 　 環 境 衛 生 係

リサイクルと地球環境保護地球環境保護リサイクルと地球環境保護

　ごみも貴重な財産です。しかし、
その財産もリサイクルされなければ、
ごみのままで終わってしまいます。
ものを簡単に捨てるのではなく、小
さなことからリサイクルに取り組み
ましょう。
●古紙のリサイクル
　紙の原料のもとは森林資源であ
る木材です。森林は、大気中の二酸
化炭素を酸素に変えることによって、
地球温暖化を防ぐ働きがあり、また、
洪水の防止や野生動物の保護など、
さまざまな役割を担っています。
　しかし、紙の大量消費は、森林資
源を減らすだけであり、森林資源を
守る意味でも古紙のリサイクルが
必要となります。古紙1トン分で、直
径14cm、高さ8ｍの木を約20本節
約でき、また、古紙から紙を作ると、
新たなパルプから作るよりも、70～
75％のエネルギーが節約できるこ
ととなります。
●あき缶のリサイクル
　缶の原料である鉄鉱石（スチー
ル缶）とボーキサイト（アルミニウム缶）
は、そのほとんどを海外からの輸入
に頼っています。あき缶は缶にもリ
サイクルされており、スチール缶は
鉄鉱石から作るよりも65％、アルミ

缶はボーキサイトから作るよりも
97％のエネルギーが節約できる
ことになります。
●あきびんのリサイクル
　ガラスびんにはリターナブル
びんとワンウェイびんがあり、そ
れぞれリサイクルの方法が違い
ます。
　リターナブルびんは、洗浄して
そのまま繰り返し使用できるび
んのことで、ビールびんや一升びん、
牛乳びんなどのことです。ビー
ルの大びんは、大体12回使用で
きると言われています。ただし、
再使用できないような傷が付く
と原料としてリサイクルされます。
　ワンウェイびんとは、1回だけ
の使用のために作られているび
んで、使用後は砕いてカレット（ガ
ラスくず）としてガラスびんなど
の原料としてリサイクルされます。
　ガラスびん製造時に、原料の
カレット使用率を上げると、約2.5
％の燃料が節約できます。現在
では、カレット使用率100％でび
んを製造することもでき、カレッ
トの使用は、けい砂、ソーダ灰、石
灰石といった天然資源の節約に
もなります。

　非常に優れた特性を持ち、日常
生活に必要不可欠なものとなって
いるのがプラスチックですが、その
生産量の増加とともにごみとして
排出される量も増えています。
　プラスチック製品には、添加剤や
着色剤、安定剤等さまざまな重金属
が使用されています。リサイクルさ
れなかった場合は焼却処分される
ことになり、燃やすと大量の熱が発
生するため、焼却炉を傷め、さらに
有害物質も生み出します。また、原
料が石油で、製造時に大量のエネ
ルギーを使用するので、資源の浪
費につながります。
　石油から作られているプラスチッ
クは、原料としても燃料としても貴
重な資源のかたまりです。リサイク
ルすることにより、石油の節約、焼
却時の有害物質を無くし、大気汚
染の原因を減らすことになります。

（注意)　茶わん等のせとものや陶器
類はガラス類の資源ごみではありません。
　包丁も金属類の資源ごみではありま
せん。いずれも東川町では「燃やせな
いごみ」として出してください。

リサイクルがもたらすもの

①ごみの減量
ごみの埋め立て処分
場の寿命が延び、ごみ
処理費用が減ります。

②資源の節約
紙のリサイクルは森
林を守り、紙やアルミ、
プラスチック製容器包
装のリサイクルは、限
りある天然資源の節
約になります。

③エネルギーの節約
リサイクル原料から製
品をつくると、エネル
ギーを大幅に節約で
きます。

④地球環境保護
ごみの減量は焼却場
からの汚染物質を、エ
ネルギーの節約は、
工場からの汚染物質
を減らします。熱エネ
ルギーを減らすことで、
地球温暖化も防ぐこ
とができます。
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大
雪
地
区
広
域
連
合

保
険
料
第
２
期
分
の
納
期
は

11
月
30
日
（
水
）
で
す
。

国
民
健
康
保
険
料
お
よ
び
介
護
保

険
料
の
第
３
期
分
の
納
期
限
が
11
月

30
日
（
水
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
忘
れ
の
無
い
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
今
一
度
、
残
高
の
ご
確

認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

納
入
が
遅
れ
ま
す
と
、
督
促
状
や

催
告
状
の
送
付
対
象
と
な
り
、
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

（
残
高
不
足
等
で
口
座
引
落
し
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
も
含
み
ま
す
。）

保
険
料
納
入
に
は
、
便
利
な
口
座
振

替
を
お
奨
め
し
ま
す
。

保
険
料
納
入
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
、
大
雪
地
区
広
域
連
合
（
1
82
―

２
１
１
１
　
内
線
562
・
564
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

温
か
い
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

９
月
14
日
か
ら
10
月
15
日
ま
で
に
社

会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

東

京

都
　
佐
野
　
i
逸
　
様

９
　
　
　
区
　
北
川
　
勇
一
　
様

西
　
　
　
区
　
関
口
　
ハ
ル
　
様

西
町
３
丁
目
　
山
h
キ
ヨ
ノ
　
様

東

京

都
　
佐
渡
　
伸
二
　
様

北
町
３
丁
目
　
村
瀬
　
慎
治
　
様

21

区
　
大
櫛
　
久
榮
　
様

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日
の

ご
案
内

町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
相
談
日
を
設
け
て
毎
月
第
３

木
曜
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で

社
協
相
談
室
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

北
海
道
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

お
年
寄
り
と
家
族
の
悩
み
ご

と
心
配
ご
と
お
受
け
し
ま
す

お
年
寄
り
や
家
族
の
悩
み
、
心
配

ご
と
、
生
き
が
い
活
動
な
ど
生
活
全

般
に
わ
た
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
に
よ
っ
て
は
、
各
種
関
係
機
関

団
体
へ
の
調
査
・
照
会
を
行
な
い
、

き
め
細
か
く
対
応
し
ま
す
。

開
設
日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
た
だ

し
祝
日
、
年
末
年
始
、（
12
月
28
日
か

ら
１
月
４
日
）
を
除
く
。

開
設
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

相
談
料

無
料

電
　
話
　
011
―
251
―
２
５
２
５

●
一
般
相
談

一
般
相
談
員
が
お
受

け
い
た
し
ま
す
。

●
専
門
相
談

医
療
、
法
律
、
年
金
、

の
３
分
野
に
関
す
る
専
門
家
が
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。（
事
前
予
約
制
）

旭
川
地
方
法
務
局

全
国
一
斉
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
ま
す

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
お
よ

び
北
海
道
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
期
間
中
（
11
月
12
日
か
ら
25

日
ま
で
）
全
国
一
斉
に
相
談
日
を
設

け
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

を
通
じ
て
、
女
性
の
人
権
相
談
を
行

い
ま
す
。

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い

っ
た
女
性
を
め
ぐ
る
各
種
の
人
権
問

題
に
関
す
る
お
悩
み
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日

11
月
20
日
（
日
）

時
　
間

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

電
　
話

①
53
―
７
９
０
０
（
20
日

以
外
で
も
通
じ
ま
す
。）
／
②
53
―
７

９
１
１
（
20
日
の
み
の
臨
時
回
線
）

担
当
者

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

職
員

等
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

②
申
立
て

申
立
て
に
は
、
申
立
書
、

申
立
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
800
円
）、

登
記
印
紙
、
郵
便
切
手
、
戸
籍
謄
本
、

住
民
票
、
成
年
後
見
に
関
す
る
登
記

事
項
証
明
書
、
診
断
書
な
ど
が
必
要

で
す
。

鑑
定
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
で
は
、

ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
を
進
め
る
た
め

に
、
申
立
て
の
時
に
鑑
定
料
を
予
納

し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
審
問
･
調
査
･
鑑
定
等

・
必
要
に
応
じ
、
裁
判
官
ま
た
は
家

庭
裁
判
所
調
査
官
が
事
情
を
尋
ね
た

り
、
問
い
合
わ
せ
た
り
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

・
後
見
と
保
佐
に
つ
い
て
は
、
通
常
、

本
人
の
判
断
能
力
に
つ
い
て
鑑
定
を

行
い
ま
す
。

●
審
判
（
成
年
後
見
等
の
開
始
・
成

年
後
見
人
等
の
選
任
）

・
家
庭
裁
判
所
は
、
最
も
適
任
と
思

わ
れ
る
方
を
成
年
後
見
人
等
に
選
任

し
ま
す
。
事
情
に
応
じ
て
、
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
等
の
第
三

者
を
成
年
後
見
人
等
に
選
任
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

・
成
年
後
見
人
等
に
対
す
る
報
酬
は
、

仕
事
の
内
容
な
ど
を
考
慮
し
て
、
家

庭
裁
判
所
が
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
旭
川
家
庭
裁
判
所

（
1
51
―
６
２
５
１
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

①
相
談
は
無
料
で
予
約
は
不
要
で
す
。

②
当
日
は
電
話
相
談
の
み
で
面
接
相

談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

お
問
い
合
わ
せ

旭
川
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課
（
1
53
―
３
９
４
３
）

旭
川
地
方
・
家
庭
裁
判
所

家
庭
裁
判
所
の
成
年
後
見
の

手
続
に
つ
い
て

●
認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害

等
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

は
、
成
年
後
見
の
手
続
が
で
き
ま
す

成
年
後
見
の
手
続
（
後
見
開
始
の

審
判
、
保
佐
開
始
の
審
判
、
補
助
開

始
の
審
判
）
に
よ
り
、
成
年
後
見
人

等
が
選
ば
れ
ま
す
。

成
年
後
見
人
等
は
、
本
人
の
気
持

ち
を
尊
重
し
、
か
つ
本
人
の
心
身
の

状
態
や
生
活
状
況
に
配
慮
し
な
が
ら
、

契
約
な
ど
を
代
理
し
、
財
産
を
管
理

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
人
の
権
利

を
守
り
ま
す
。
将
来
、
自
分
の
判
断

能
力
が
低
下
し
た
場
合
に
備
え
、
自

分
の
選
ん
だ
人
（
法
人
を
含
む
）
に

財
産
の
管
理
や
契
約
等
を
自
分
に
代

わ
っ
て
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
契
約
で
定
め
て
お
く
「
任
意

後
見
契
約
」
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

（
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
公
証
役
場

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

●
一
般
的
な
手
続
の
流
れ

①
手
続
相
談

後
見
等
開
始
の
手
続

の
流
れ
や
、
申
立
て
に
必
要
な
書
類

社
会
福
祉
協
議
会

社
協
通
信

11
月
17
日

尾
　
池
　
å

男
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町
で
は
、
財
団
法
人
地
域
総
合
整

備
財
団
（
ふ
る
さ
と
財
団
）
の
「
地

域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
」
の
制

度
を
利
用
し
て
、
自
然
体
験
型
観
光

の
開
発
推
進
の
た
め
の
事
業
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
す
。

●
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
と

は
？地

域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
と

は
、
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団

（
ふ
る
さ
と
財
団
）
が
、
市
町
村
が
行

う
地
域
再
生
を
目
的
と
し
た
取
組
み

を
応
援
す
る
た
め
、
市
町
村
で
実
施

し
よ
う
と
す
る
事
業
に
つ
い
て
の
、

具
体
的
、
実
務
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
企
業
や
人
材
を
紹
介
し
、
事
業
費

用
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
を
行
う
制

度
で
す
。

こ
れ
は
平
成
16
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
制
度
で
、
本
年
は
全
国
で
10
自
治

体
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

●
東
川
町
で
の
事
業
内
容

町
で
は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
、

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
経
験
や

ノ
ウ
ハ
ウ
、
客
観
的
な
視
点
を
と
り

い
れ
な
が
ら
、
町
内
に
点
在
す
る
観

光
資
源
を
総
合
的
に
結
び
付
け
た
、

自
然
体
験
型
観
光
の
開
発
推
進
を
行

い
ま
す
。

自
然
体
験
型
観
光
の
開
発
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
町
の
観
光
の
核
と
も

い
え
る
大
雪
山
国
立
公
園
を
中
心
に
、

地
域
の
人
材
や
資
源
を
活
か
し
た
、

ひ
が
し
か
わ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
自
然
体

験
型
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
が
自
立
し
た
産
業

と
し
て
継
続
的
に
実
施
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
大
手
旅
行
代
理
店
に
よ
る

ツ
ア
ー
客
の
送
り
込
み
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
で
活
動
す
る
者
が
自
ら
受

け
入
れ
や
ツ
ア
ー
実
施
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
受
地
主
導
型
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

●
東
川
町
の
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
を
紹
介

東
川
町
の
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
早
稲
田
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
部
の
藤
村
望
洋
氏
で
す
。

○
藤
村
望
洋
（
61
）

１
９
４
４
年
、
大
阪
生
ま
れ
。
神

戸
大
学
法
学
部
卒
業
。
在
学
中
に
情

報
誌
の
草
分
け
「
月
間
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
」（
後
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ジ
ャ
ー
ナ

ル
）
を
創
刊
。
以
来
、
工
具
、
機
械
、

販
売
シ
ス
テ
ム
等
の
新
商
品
企
画
開

発
を
専
門
と
す
る
。

現
在
は
、
早
稲
田
商
店
会
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
長
と
し
て
、
全

国
の
リ
サ
イ
ク
ル
商
店
街
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　平成17年4月以降、当座預金や利息の付かない普通
預金は「決済用」として全額保護され、定期預金や利息
の付く普通預金などは1金融機関につき預金者1人当たり、
元本1千万円までとその利息が保護されます。
　具体的にどの預金が「決済用預金」に該当するか等
の詳細は金融機関の窓口等にお問い合わせ下さい。

自立したまちづくりを推進するために、これからの政策(課題)や施策およ
び行政の情報を住民の皆さんへ明らかにして理解を得るとともに、地域
の課題や住民の皆さんの要望や意見を聴いて行政へ反映させるため、今
年のまちづくりトーク２１を開催します。

お問い合わせ：旭川財務事務所126-4151

預金等保護の姿
預金等の分類 平成17年4月から

決
済
用
預
金

当座預金・利息の
つかない普通預金
等

全額保護
（恒久措置）

一
般
預
金
等

利息のつく普通預
金・定期預金・定
期積金・元本補て
んのある金銭委託
（ビッグなど）等

合算して元本
1,000万円ま
でとその利息
等を保護

保護対象外
外貨預金、元本補てんの
ない金銭委託（ヒットな
ど）、金融債（保護預り専
用商品以外のもの）等

●開催日程（時間は各会場とも午後6時30分～）
 11月18日（金）第１地区コミュニティセンター
 11月21日（月）第２地区コミュニティセンター
 11月22日（火）児童館
 11月24日（木）農村環境改善センター
 11月25日（金）西部地区コミュニティセンター
●内　容
 （１）住民の皆さんから意見をいただく行政からの提案
  ◇行財政改革について
  ◇地域コミュニティ推進の地域組織について
 （２）住民の皆さんからの地域の課題、要望、意見など
●その他
 ・詳細は、行政区で回覧されます「行政情報」を通じてお知らせしています。
 ・農村環境改善センター（24日）のみ託児を用意しております 要予約
●託児申込み・お問い合わせ
 地域自治推進室広報広聴係　182－２１１１

自
然
体
験
型
観
光
を
す
す
め
る
た
め

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！藤 村 望 洋 氏

事業のすすめ方と今後の展開

事業説明会の実施

ヒアリングの実施

自然体験型観光の開発・推進

プロジェクトチームによる検討
・自然体験型観光メニューの検討
・情報収集、管理、発信方法の検討
・実施体制の検討

観光資源調査



長
年
に
わ
た
る
交
通
安
全
指
導
員
と

し
て
の
街
頭
立
哨
や
交
通
安
全
教
室

で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
北
海
道
知

事
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
伝
達
式
は
、
10
月
18
日
役
場

応
接
室
で
行
わ
れ
、
栄
東
助
役
よ
り

感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
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北
海
道
労
働
局
総
務
部
企
画
室

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

を
労
働
局
が
お
手
伝
い
し
ま

す職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
（
解
雇
、
配

置
転
換
、
賃
下
げ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
い

じ
め
等
）
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

北
海
道
労
働
局
で
は
、
個
々
の
労

働
者
の
方
と
事
業
主
の
間
の
紛
争
を

迅
速
に
解
決
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て

無
料
で
個
別
労
働
紛
争
の
解
決
援
助

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

次
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
、
労
働
者

の
方
、
事
業
主
の
方
か
ら
の
相
談
や

情
報
の
提
供
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

事
案
に
よ
っ
て
は
、
当
事
者
の
間

に
紛
争
調
整
委
員
会
（
弁
護
士
、
大

学
教
授
な
ど
）
が
入
り
、
双
方
の
主

張
を
確
か
め
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

あ
っ
せ
ん
案
を
提
示
す
る
な
ど
、
紛

争
当
事
者
間
の
調
整
を
行
な
い
、
話

し
合
い
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

紛
争
の
円
満
な
解
決
を
図
る
「
あ
っ

せ
ん
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
労
働
局
札
幌
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー

場
　
所

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
３

丁
目
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
３
・
３
ビ
ル
４
階

時
　
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

電
　
話
　
011
│
223
│
８
７
１
２

士
受
験
資
格
取
得
・
２
年
制
）、
社
会

福
祉
士
養
成
課
程
（
社
会
福
祉
士
受

験
資
格
取
得
・
２
年
制
）、
生
涯
学
習

通
信
講
座
（
期
間
３
カ
月
〜
１
年
・

年
中
受
付
）

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
　
（
※

無
料
送
呈
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
〒
186
│

８
０
０
１
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台

２
│
36
）

1
042
│
572
│
３
１
５
１

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
資
料
請
求
の
み
）

０
１
２
０
│
06
│
８
８
８
１

●
保
健
だ
よ
り

栄
養
教
室
（
基
礎
編
）
の
お

知
ら
せ

食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不

足
等
に
よ
り
お
こ
る
生
活
習
慣
病
は

年
々
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
教

室
で
は
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」
を
柱
に
健
康
に
つ
い
て
学
習
し

て
い
き
身
近
な
材
料
を
使
っ
て
、
調

理
実
習
を
行
い
、
バ
ラ
ン
ス
・
味
付

け
等
を
確
認
し
な
が
ら
食
生
活
の
見

直
し
と
健
康
を
考
え
る
機
会
と
し
ま

す
。（
栄
養
教
室
は
希
望
す
る
方
の
み

食
生
活
改
善
推
進
員
と
な
る
単
位
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

対
　
象

町
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も日
　
時

11
月
30
日
（
水
）
午
前
10

時
〜
12
時
30
分
位
ま
で

場
　
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容

「
食
べ
て
防
ご
う
生
活
習

慣
病
〜
肥
満
」
・
調
理
実
習
・
試

●
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

場
　
所

札
幌
市
北
区
北
８
条
西
２

丁
目
１
番
１
号
　
札
幌
第
一
合
同
庁

舎
９
階

時
　
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時

電
　
話

011
│
709
│
２
３
１
１
（
内

線
３
５
７
６
、
３
５
７
７
）

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
上
川
の
会
よ

り
幼
児
セ
ン
タ
ー
へ
樹
木
の

寄
贈９月

30
日
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
上
川

代
表
の
遠
藤
優
会
長
他
会
員
11
名
が

幼
児
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
農
業
農
村

整
備
事
業
が
よ
り
一
層
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
幼
児
セ
ン
タ

ー
の
環
境
整
備
と
し
て
、
せ
せ
ら
ぎ

水
路
沿
い
に
本
年
も
エ
ゾ
ム
ラ
サ
キ

ツ
ツ
ジ
60
本
を
会
員
の
手
で
植
栽
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
春
に
綺
麗
な
花
が
咲
く

の
を
園
児
み
ん
な
で
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

小
森
フ
サ
さ
ん
100
歳
を
迎
え

内
閣
総
理
大
臣
お
よ
び
北
海

道
知
事
か
ら
祝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た

町
内
在
住
の
小
森
フ
サ
さ
ん
が
今

年
11
月
に
100
歳
を
迎
え
る
こ
と
か
ら

９
月
15
日
の
老
人
の
日
に
あ
た
り
内

閣
総
理
大
臣
お
よ
び
北
海
道
知
事
か

ら
祝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
を
受
け
ま

し
た
。

10
月
13
日
入
所
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
ゆ
う
に
お
い
て
、
松
岡
町
長

か
ら
「
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
言
葉
と
と
も
に

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
更
な
る
長
寿
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

交
通
安
全
功
労
者
に
知
事
感

謝
状町交

通
安
全
指
導
員
の
河
野
佳
代

子
さ
ん
・
岩
岡
正
子
さ
ん
・
石
山
修
さ

ん
・
山
田
晋
祐
さ
ん
の
四
指
導
員
が
、

助
役
か
ら
、
長
年
の
交
通
安
全
指

導
・
活
動
に
対
す
る
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
と
、「
本
町
の
交
通
安
全
確
保
の
た

め
、
今
後
も
活
動
を
つ
づ
け
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
期
待
の
言
葉
が
掛
け

ら
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
学
生
・
受
講
者

募
集
中

通
信
教
育
事
業
を
行
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

園
で
は
広
域
通
信
制
高
等
学
校
、
福

祉
通
信
教
育
、
お
よ
び
生
涯
学
習
通

信
講
座
の
学
生
・
受
講
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内

書
・
願
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容

高
等
学
校
普
通
科
18
年

度
入
学
（
新
入
生
・
転
入
生
・
編
入

生
）、
社
会
福
祉
コ
ー
ス
（
介
護
福
祉
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食
・
体
脂
肪
測
定

持
ち
物

筆
記
道
具
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
※
食
材
料
の
１
部
と
し
て
参

加
者
に
100
円
の
負
担
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

役
場
栄

養
士
（
1
82
│
２
１
１
１
）
ま
で

元
気
っ
子
ク
ッ
キ
ン
グ
の
お

知
ら
せ

子
ど
も
の
成
長
に
「
食
べ
物
」
は

と
て
も
大
切
で
す
。
親
子
で
料
理
を

す
る
機
会
の
少
な
い
方
、
簡
単
に
で

き
る
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

概
ね
２
歳
半
以
上
の
幼
児
と
お
母

さ
ん
（
お
父
さ
ん
も
大
歓
迎
）

日
　
時

11
月
17
日
（
木
）
午
前

10
時
か
ら
12
時
頃
ま
で

場
　
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容

「
ツ
ル
ツ
ル
ヌ
ー
ド
ル
・

ク
ッ
キ
ン
グ
」
調
理
実
習
・
試
食
・

ミ
ニ
講
話

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆

記
道
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

役
場
栄

養
士
ま
で
（
1
82
│
２
１
１
１
）

よ
い
食
生
活
を
す
す
め
る
た

め
の
料
理
教
室
の
お
し
ら
せ

対
　
象

良
い
食
生
活
に
関
心
が
あ

る
町
民

日
　
時

11
月
25
日
（
金
）
午
前
10

時
か
ら
午
後
１
時
頃
ま
で

場
　
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容

「
知
っ
て
防
ご
う
生
活
習

慣
病
（
コ
ツ
コ
ツ
摂
ろ
う
カ
ル
シ
ウ

ム
）」
調
理
実
習
と
試
食
・
講
話

持
ち
物

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
※
材
料
費
の
１
部
と
し
て
参

加
者
は
100
円
負
担
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

役
場
栄

養
士
（
1
82
│
２
１
１
１
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
ち

よ
ち
教
室
の
お
知
ら
せ

乳
児
の
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
遊

べ
る
場
所
は
な
い
か
し
ら
と
、
お
考

え
の
み
な
さ
ん
、
親
子
で
楽
し
く
遊

び
な
が
ら
、
お
友
達
を
つ
く
り
ま
せ

ん
か
？
０
歳
児
対
象
の
親
子
遊
び
の

教
室
で
す
が
、
お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉

ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

対
　
象
　
０
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
お

母
さ
ん

日
　
時
　
11
月
18
日
（
金
）
午
前
10

時
か
ら
11
時
30
分

内
　
容
　
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊

び
、
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
。
救
命
救
急

士
国
分
哲
也
氏
を
囲
ん
で
、
乳
児
の

事
故
防
止
や
応
急
手
当
に
つ
い
て
の

講
話
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

場
　
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ

レ
イ
ル
ー
ム

参
加
人
数
　
15
組
程
度
（
事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
。）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
東
川
町

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
1
82

│
５
１
０
０

　
10
月
８
日
、千
葉
県
で
行
わ
れ
た
第
５
回
東
日
本
学
校
吹

奏
楽
大
会
に
お
い
て
北
海
道
代
表
と
し
て
出
場
し
た
東
川
中

学
校
吹
奏
楽
部（
渡
部
克
孝
校
長
）が
、初
出
場
な
が
ら
北
海

道
、東
北
、北
陸
、東
関
東
、西
関
東
、東
京
か
ら
選
ば
れ
た
22

校
の
な
か
で
そ
の
高
い
演
奏
技
術
、音
楽
表
現
が
認
め
ら
れ
金

賞
の
栄
誉
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
日
々
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
生
み
出
し
た
こ
の
結
果
を
称

え
る
と
と
も
に
、輝
か
し
い
未
来
を
築
く
た
く
ま
し
い
東
川
の

子
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
　
東
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん

　
今
年
は
顧
問
の
先
生
が
変
わ

り
、練
習
方
法
な
ど
部
活
も
大
き
く
か

わ
っ
た
年
で
し
た
。東
日
本
大
会
へ
の
出
場
が
決

ま
り
、そ
こ
で
金
賞
も
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
、

私
た
ち
部
員
一同
本
当
に
喜
ん
で
い
ま
す
。東
日

本
大
会
で
は
他
の
団
体
の
演
奏
を
聴
く
こ
と
が

で
き
、そ
の
次
の
日
に
は
習
志
野
第
五
中
学
校
さ

ん
と
合
同
練
習
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、と
て
も
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
活
動
は
三
年
生
の
抜
け
た
新
体

制
に
な
り
ま
す
。１・
２
年
生
に
は「
い
い
音
楽
」

を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
く
こ
と
を
応
援
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。大
会
に
出
場
す
る
に
あ
た

っ
て
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
　
部
長
　
佐
々
木
　
亜
由
美
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セ
ン
タ
ー
の
一
日
は
、「
お
は
よ

う
！
今
日
も
元
気
で
ね
」、「
い
っ
て
き

ま
ー
す
」、「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
か

ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
保
護
者
の
方
に
手

を
ふ
っ
て
直
ぐ
に
遊
び
だ
す
子
、
泣
い

て
し
が
み
つ
い
て
な
か
な
か
離
れ
な
い

お
子
さ
ん
と
様
々
で
す
。
お
子
さ
ん
の

状
態
や
朝
の
出
来
事
を
報
告
す
る
保
護

者
の
表
情
も
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
セ
ン
タ
ー
の
朝
は
、
は
り
つ
め

た
空
気
の
中
に
も
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

で
は
じ
ま
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、「
今
日
も
楽
し

く
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
！
」
と
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、
保
護
者
の
方
々
に
は
「
子

供
の
こ
と
は
心
配
し
な
い
で
お
仕
事
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
安
心
で
き
る
よ

う
に
微
笑
み
か
け
ま
す
。
こ
こ
で
の
挨

拶
は
、
信
頼
関
係
を
深
め
る
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
朝
は
、
子
ど

も
た
ち
に
も
保
護
者
に
も
、
そ
し
て
私

達
に
と
っ
て
も
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
大
切
な
時
間
な
の
で
す
。

０
歳
児
の
お
子
さ
ん
は
、
一
人
で
は

何
も
で
き
ま
せ
ん
。
泣
く
こ
と
で
欲
求

を
私
達
に
伝
え
て
き
ま
す
。
そ
の
声
に

耳
を
傾
け
て
、
ミ
ル
ク
か
な
？
お
し
っ

こ
か
な
？
痛
い
の
か
な
？
ど
う
な
の
？

…
と
そ
の
子
の
思
い
を
言
葉
で
あ
ら
わ

し
、
直
ぐ
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
が
抱
っ
こ
し
て
欲
し
い
時
、

ず
っ
と
抱
っ
こ
し
て
あ
げ
る
こ
と
で

「
い
つ
で
も
私
の
気
持
ち
を
受
け
入
れ

て
く
れ
る
」
と
言
う
「
快
」
の
感
情
が

生
ま
れ
、
健
や
か
な
心
と
身
体
が
育
っ

て
い
き
ま
す
。
欲
求
が
満
た
さ
れ
る
と

笑
顔
で
応
え
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
を

見
て
い
る
と
私
達
も
幸
せ
な
気
分
に
な

り
ま
す
。

０
歳
児
は
、
言
葉
で
の
意
思
疎
通
が

で
き
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
の
態
度
や
表

情
を
十
分
に
理
解
し
、
適
切
な
対
応
と

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
何
よ
り
大
切
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

１
〜
２
歳
児
に
な
り
ま
す
と
未
熟
で

あ
り
な
が
ら
言
葉
で
自
分
の
思
い
を
伝

え
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
自
我
が
芽
ば

え
「
い
や
！
」、「
自
分
で
！
」
と
言
っ

た
後
「
で
き
な
い
」、「
や
っ
て
」
を
連

発
し
ま
す
。「
ち
ゃ
ん
と
し
ょ
う
ね
」

と
言
わ
れ
て
も
子
ど
も
は
ど
う
し
て
い

い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

甘
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
受
け
入

れ
「
や
っ
て
欲
し
い
の
ね
」、「
あ
な
た

な
ら
で
き
る
や
っ
て
ご
ら
ん
」、「
じ
ゃ

半
分
は
手
伝
っ
て
あ
げ
る
か
ら
残
り
半

分
は
や
っ
て
ね
」
と
励
ま
し
応
え
る
こ

と
も
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
に
子
ど
も
と
向
き
合
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
は
、
言
葉
で
自
分
の
意
志
や
意
図
を

上
手
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
か
ら
時
々
「
ど
う
し
て
？
」
と
立
ち

止
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
は
、
一
人
ひ
と
り
違
う
表
現

が
あ
り
、
大
人
が
う
ま
く
キ
ャ
ッ
チ
し

て
あ
げ
な
い
と
互
い
に
ズ
レ
が
生
じ
て

き
ま
す
。
こ
の
ズ
レ
の
修
復
は
、
人
数

が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
難
し
く
日
常
保

育
で
は
悩
み
が
つ
き
ま
せ
ん
。

大
人
の
一
方
的
な
思
い
は
、
通
じ
な

い
こ
と
が
多
く
「
な
ぜ
こ
ん
な
行
動
を

と
る
の
か
」
と
悩
ん
だ
時
は
、
自
分
の

思
い
を
ち
ょ
っ
と
隅
に
お
い
て
そ
の
子

の
毎
日
の
生
活
を
振
り
返
り
、
好
み
や

癖
・
場
面
を
し
っ
か
り
と
と
ら
え
る
こ

と
で
応
え
を
導
き
だ
す
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
セ
ン
タ
ー
で
出
会

う
人
や
散
歩
中
に
地
域
の
人
と
お
会
い

し
ま
す
。
地
域
の
人
達
は
、
気
軽
に

「
こ
ん
に
ち
わ
、
い
い
子
ね
、
可
愛
い

子
ね
」
と
優
し
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
た
く
さ
ん

の
人
と
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
性

や
自
立
心
が
養
わ
れ
て
き
ま
す
。
世
代

を
超
え
地
域
の
大
勢
の
人
々
か
ら
優
し

子育て
チャンネル東川町幼児センター 未満児主任

佐伯　昌子

「子どもに学ぶ」

MASAKO　SAEKI

い
ま
な
ざ
し
を
あ
び
育
つ
こ
の
子
ど
も

た
ち
が
心
た
く
ま
し
く
成
長
し
、
次
世

代
を
担
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。



　町内の除排雪作業については、例年、皆さんにご協力をいただいて実
施しておりますが、今年の除雪計画が次のとおり決まりましたのでお知
らせします。なお、速やかな作業と交通安全を図るためご協力をお願い
します。

　【除排雪時の注意事項】

　【雪堆積場利用上の注意】

①長時間の路上駐車はご遠慮ください。
②屋根の雪や小道の雪を道路に捨てないでください。
③道路には障害物を置かないでください。
※雪堆積場所は西6号地先の忠別川敷地を指定しま
　したのでご利用ください。

①雪の搬入場所を指定していますので必ず指定の所

　へ捨てましょう。
②雪の中へゴミや異物等を混入することのないよう積込
　みに十分注意しましょう。（ゴミを混入して投げますと
　不法投棄として法律で罰せられます。）
③輸送中に道路へ雪を荷台から落とさないようにしまし
　ょう。
④雪堆積場は、下記の略図のとおりです。

市街地図

全町図

平成１７年度除雪運行計画図

除雪に関しての
お問い合せは

●町道の除雪区間については東川町役場都市建設課維持係　182-2111
●道道の除雪区間については旭川土木現業所事業第1課維持第1係　126-4461
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●降雪量が15cm程度あった
　時または予想される時
●強風により路面に著しく吹き
　溜まりを生じた時
●なお、早朝（深夜）の除雪は、
　午前３時から午前８時までに
　行います。

道道（旭川土木現業所による除雪区間）
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除雪しない区間

至ノカナン
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保健だよりできることから始めよう！

－運動不足を解消するために－
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運
動
不
足
は
肥
満
や
、
高
血
圧
、

高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
あ
ら
ゆ
る

生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な
る
こ
と
は

す
で
に
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
運
動
不
足
が
い
け

な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
な
か
な
か

行
動
で
き
な
い
方
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

●
活
動
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
！

運
動
と
い
う
と
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
や
体
育
館
へ
出
か
け
て
行
う
も
の

と
考
え
る
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
近
所
へ
買
い
物
に
出

か
け
る
と
き
に
は
歩
い
て
行
く
、
散

歩
を
す
る
、
体
操
を
す
る
、
階
段
を

昇
る
、
庭
の
草
取
り
や
ぞ
う
き
ん
が

け
な
ど
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
が
運
動
な
の
で
す
。
自
分
が
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
、
日
々
活
動
的
な

生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
と
方
法
　

運
動
習
慣
は
あ
り
ま
す
か
？
と
検

診
で
質
問
す
る
と
、
よ
く
耳
に
す
る

の
が「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＝
歩
く
こ
と
」

で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
だ
れ
で
も

簡
単
に
で
き
る
運
動
と
し
て
、
生
活

習
慣
の
な
か
に
取
り
入
れ
や
す
い
と

い
う
点
で
優
れ
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
よ
う
に
十
分
に
呼
吸
し
な

が
ら
、
30
分
以
上
で
も
続
け
て
で
き

る
運
動
を
有
酸
素
運
動
と
い
い
ま

す
。
そ
の
効
果
に
は
、
①
心
肺
機
能

を
高
め
る
。②
血
圧
を
正
常
に
保
つ
。

③
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や

し
、
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
。
④
糖
尿
病

の
予
防
に
な
る
。
⑤
肥
満
防
止
と
そ

の
解
消
に
な
る
。
⑥
精
神
的
ス
ト
レ

ス
の
解
消
に
な
る
。
⑦
骨
粗
鬆
症
の

予
防
に
な
る
。
⑧
認
知
症
に
な
り
に

く
い
。
と
い
っ
た
も
の
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
肩
こ
り
、
便

秘
が
な
く
な
っ
た
、
体
が
軽
く
な
っ

た
、
夜
眠
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど

の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
一
日
一
万
歩
を

目
標
に
！
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
初
め
か
ら
目
標
を
高
く
持
っ

て
挫
折
し
て
し
ま
っ
て
は
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
一
日
30
分
で
も
歩
く
機

会
を
設
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
30
分
の

歩
行
は
約
３
千
歩
〜
３
千
600
歩
に
相

当
し
ま
す
。
現
在
、
30
分
の
歩
行
が

で
き
て
い
る
人
は
あ
と
10
分
で
も
時

間
を
伸
ば
し
て
い
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。

●
今
日
か
ら
実
践
！
Ｃ
Ｍ
体
操

こ
こ
で
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
簡

単
に
で
き
る
Ｃ
Ｍ
体
操
を
紹
介
し
ま

す
。
運
動
を
す
る
時
間
が
な
い
、
疲

れ
て
い
る
と
い
う
方
で
も
こ
の
体
操

健
康
診
断
の
結
果
を
見
直
し
て
い
ま
す
か
？
町
で
は
７
月
に
厚
生
病
院
ミ
ニ
ド
ッ
ク
、
８

月
・
９
月
に
成
人
病
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。
気
に
な
る
結
果
が
出
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、

今
回
異
常
が
な
か
っ
た
方
も
自
分
の
生
活
を
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

先
月
の
保
健
だ
よ
り
で
は
、
生
活
習
慣
改
善
の
基
本
と
な
る
食
事
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

今
回
は
、
食
事
と
並
ん
で
重
要
な
運
動
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
ず

は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
ら
テ
レ
ビ
の
合
間
に
簡
単
に
で
き

ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
家

の
中
に
こ
も
る
こ
と
も
多
く
な
り
、

ゆっくりと腹式呼吸をしながら、10秒間
持続させ、休憩をはさんで数回繰り返します。

1 2 3

4 5 6

①片ひざを両手で
抱え、もう一方
の足は前に伸ば
すようにして、
抱えたひざを手
前に引く。（左右）

④床にあお向けに寝てひざを立て、
両手を頭の後ろに組み、上体を
少し起こして止める。

②手を胸の前
でかぎ形に
組み、ひじ
をはって
左右に
引き合
う。

⑤両手を肩幅に広げて手を床につき、
四つばいになる。ゆっくりひじを
深く曲げて、もとの姿勢に戻す。

③両手を胸の
前であわせ、
ひじをは
って押し
合う。

⑥いすに座り、いすを両手で支え、
からだを浮かす感じで、両足を
前に伸ばす

11月2日（水）

子育て支援センター子育て講演会のお知らせ
　楽しく子育てをするために、みなさんでこの機会に考
えてみませんか。
　乳幼児期から学童期の発達を中心に、父親としての
体験談も交えながらお話していただく予定です。どうぞ
お気軽にご参加ください。お待ちしております。
対　象　子育て真っ最中の方、終えられた方他どなたでも
日　時　11月4日（金）午前10時～11時30分
場　所　子育て支援センタープレイルーム
内　容　「子どもはおもしろい」
　　　　～子どもと生活することで大事なこと～
講　師　児童クラブホロホロ主宰　谷地元雄一先生
その他　託児希望者には託児室を用意します。
　　　　申込み時にお知らせください。
申込み・お問い合わせ　
　　　　地域子育て支援センター182－5100

町立診療所ミニドックのお知らせ

移動献血車が来町します

実施日　11月～12月の2カ月間（日程については、チラ
 シでご確認ください）
会　場　東川町立診療所
対象者　30歳以上の町民（今年度30歳になる方も該
 当します）※今年度の厚生病院ミニドック・成
 人病検診を受診された方は対象となりません。
定　員　1日3名
内　容　成人病・胃がん・大腸がん・肺がん・視力・聴力・
　　　　眼底・超音波検査
料　金 一　　　　　　　　　　　般 8,000円
 国 民 健 康 保 険 加 入 者 6,500円
 農協正組合員またはその家族 6,500円
 国保加入者で農協正組合員 5,000円
申込み 家族の健康を守る会の委員より配布された
 申込チラシに必要事項を記入し、保健福祉課
 保健指導係までお申込みください。
 （電話による受付可）
締切り 定員に若干余裕がありますので、11月18日
 （金）まで受付を致します。

　次の日程で移動献血車が来町しますので、ご協力をお
願いします。

実施日 場　所 時　間

JＡ東川事務所前 9:30～11:30

忠別ダムＪＶ前 12:00～13:00

役場庁舎前 14:30～16:30
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挨
拶
に
ま
ず
花
ほ
め
て
庭
を
ほ
め
庭
石
売
り
に
晩
秋
の
午
後

紅
葉
づ
く
晴
れ
て
ゆ
く
山
か
げ
る
山
ぬ
い
て
ガ
イ
ド
の
声
は
透
り
ぬ

逆
縁
の
友
を
慰
む
言
葉
無
く
お
身
お
大
切
に
と
只
、
只
祈
る

隣
よ
り
枝
豆
沢
山
頂
き
て
枝
豆
料
理
を
思
い
め
ぐ
ら
す

友
と
し
て
仕
事
に
遊
び
に
日
々
吾
と
共
に
在
り
し
を
今
日
廃
車
に
す

こ
わ
ご
わ
と
順
を
待
つ
間
の
刻
長
し
心
臓
検
査
の
総
合
病
院

赤
ま
ん
ま
小
さ
き
希
ひ
を
抱
く
仕
草
ひ
た
ぶ
る
に
し
て
夏
終
り
た
り

吾
が
町
内
会
長
さ
ん
の
あ
た
た
か
き
集
い
の
計
画
た
の
し
く
参
加
す

吹
く
風
は
実
り
の
か
ほ
り
舗
装
路
に
つ
な
ぎ
蜻
蛉
が
ゆ
っ
た
り
と
飛
ぶ

病
窓
に
日
毎
色
増
す
ナ
ナ
カ
マ
ド
虚
勢
張
れ
ど
も
日
は
ま
た
暮
る
る

ド
ラ
イ
ブ
は
娘
ら
夫
婦
と
の
ひ
と
日
な
り
萩
尾
花
咲
き
稲
穂
波
打
つ

向
き
合
え
ば
何
故
か
涙
が
先
に
出
る
遺
影
は
に
っ
こ
り
笑
ひ
て
い
る
に

夜
叉
ふ
た
つ
き
り
き
り
舞
ひ
を
見
せ
る
と
か
酒
の
酔
ひ
な
ど
仮
初
め
の
こ
と

夫
逝
き
て
息
子
も
ゆ
き
て
二
十
余
年
我
は
く
す
ん
で
未
だ
生
き
い
る
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仲
秋
や
人
そ
れ
ぞ
れ
に
季
の
移
り

子
等
の
群
刈
田
と
な
り
て
影
伸
び
る

白
蝶
の
去
り
行
く
風
の
速
さ
か
な

秋
の
海
へ
さ
き
の
波
に
虹
生
ま
れ

初
冠
雪
裾
野
は
ク
レ
パ
ス
鮮
や
か
に

白
露
は
ひ
か
り
を
置
い
て
落
ち
に
け
り

稲
刈
れ
ば
無
精
髭
面
ま
ぶ
し
げ
に

秋
深
し
こ
の
道
こ
こ
よ
り
ふ
た
す
じ
に

こ
お
ろ
ぎ
に
鳴
か
ぬ
意
志
あ
り
籠
の
中

ち
ち
ろ
鳴
く
明
日
の
予
定
も
ち
ち
ろ
鳴
き

再
会
の
一
献
箸
置
く
ち
ち
ろ
虫

廃
線
と
決
り
し
鉄
路
鳴
く
ち
ち
ろ
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だいせつざんのすがお

　このコーナーでは、山岳ガイド、旭岳ビジ
ターセンター、自然解説員など旭岳で活躍す
る人たちをリレーして、季節とともに変化す
る旭岳の旬のお便りをお届けします。
　高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の大
博物館」と言われる大雪山の素顔が見えてく
ることでしょう。

�Æ�Æ�§�Ú�Å
�M�m�‡�p�‹�K�”�q�¥�O�s �®�V�•�M�s�Ú�?�̄ �•

���������å�w�Ú�?

大雪山に関わりはじめてすでに10年を超えた。この間「きれい
だな」と思った紅葉は三回あった。1995年、1996年、2003年
だ。90年代は、米の大凶作が社会問題になった93年以外は気候変
動が顕著に現れなかったので、大雪山の紅葉はきれいなのが当たり
前だった。それが、小雪と猛暑で木々の葉が茶変して落ちてしまっ
た98年以降状況は変わり、年によって色づき加減が大きく変動す
るようになる。
今年の紅葉はどうだったのか？人によって評価は割れるだろう
が、筆者の判定は「優、良、可、不可」の四段階評価の「可」であ
る。たしかに色づきはマアマアだったが、色に冴えがないというの
がその理由だ。
木々の葉がきれいに色づく条件は二つある。秋口まで緑色のパリ
っとした葉がついていること、紅葉時期に放射冷却による朝晩の冷
え込みがあり、昼間との寒暖差が大きいことだ。木々の葉は信号機
のように緑→黄→紅とは変化せず、いちど黄色くなった葉は茶変し
てきれいな赤にはならない。きれいに紅くなるには緑からいきなり
赤に変色しなくてはならないのだ。そのためには朝晩と日中との寒
暖差が必要になる。ことしの紅葉が「可」に留まったのは、朝晩の
冷え込みが弱く寒暖差が小さかったせいだろう。
紅葉の色づきが年によって大きく変化するようになったのは、気
候変動と関わりがあると筆者はニラんでいる。原油価格が史上最高
値を更新しつづけている今だからこそ、いれいな紅葉を見たかった
ら暖房の設定温度を下げ、CO2の排出を抑えて欲しい。

���~�ø
��y�•�œ�÷�#�&�"�3 �$�q���y�Â

〝
注
〞
ち
ち
ろ
虫
〜
こ
お
ろ
ぎ
の
別
名
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（
９
月
16
日
〜
10
月
15
日
）（
敬
称
略
）
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生
ま
れ
た
子
　
　
父
　
　
　
母
　
　

行
政
区

水
谷
　
陸
人
省
　
一
麻
　
紀
　
西
　
　
　
区

川
口
　
萌
果
直
　
人
美
枝
子
　
西
　
　
　
区

�S
�X
�•
�ˆ

亡
き
人
　
　
歳
　
　
届
出
人
　
　
　
行
政
区

関
口
　
新
作
95
関
口
　
ハ
ル
西
　
　
　
区

北
川
　
雪
子
72
北
川
　
勇
一
９
　
　
　
区

大
櫛
　
征
三
64
大
櫛
　
久
榮
21

区

山
h

正
一
88
山
h
キ
ヨ
ノ
西
町
３
丁
目

佐
渡
　
ス
ワ
84
佐
渡
　
伸
二
南
町
１
丁
目

上
村
　
芳
子
79
村
瀬
　
愼
治
東
町
２
丁
目

小
森
　
敏
弘
66
小
森
　
康
弘
15

区
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渡
辺
　
主
税
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祐
子

�µ
�»
�ï
�Ó
�å
�æ
�Ó
�R
	Æ
� 
�7
�^
�•

�‡
�`
�h
�T
�•

短
い
秋
が
終
わ
り
、
本
格
的
な

冬
が
や
っ
て
き
ま
す
。
今
年
も
あ

と
２
カ
月
…
。
一
年
経
つ
の
は
本

当
に
早
い
で
す
よ
ね
。
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
２
０
０
５
道
の
駅

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。
ス
タ
ン
プ
を

集
め
て
抽
選
で
景
品
を
GET
で
き
る

企
画
が
11
月
３
日
で
応
募
締
め
切

り
に
な
り
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
を
10
個
以
上
押
し
て

い
れ
ば
応
募
対
象
に
な
り
ま
す
の

で
、
ま
だ
応
募
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
今
す
ぐ
道
草
館
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
完
全
制
覇
を

狙
っ
て
い
る
方
は
、
単
年
コ
ー
ス

完
全
制
覇
が
２
０
０
６
年
３
月
31

日
ま
で
、
複
数
年
コ
ー
ス
が
２
０

０
７
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

有
効
で
す
の
で
、
是
非
Try
し
て
み

て
は
？
（
全
駅
の
ス
タ
ン
プ
を
集

め
た
ら
完
全
制
覇
認
定
書
、
全
駅

制
覇
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貰
え
ま
す
。）

ま
だ
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
の
で
楽

し
ん
で
集
め
て
く
だ
さ
い
ね
♪

４
月
か
ら
は
２
０
０
６
年
度
版

の
ラ
リ
ー
帳
が
登
場
し
ま
す
。
道

の
駅
が
続
々
と
増
え
、
来
年
オ
ー

プ
ン
も
含
め
て
92
カ
所
に
な
る
の

で
、
こ
ち
ら
も
目
指
し
て
み
て

は
？
…
結
構
は
ま
り
ま
す
よ
♪


 � � w � O � ] � V

���=�¦�v��

	ý�å
$	{�~�Ï�Ã�¦
�Š�º

�9�̀ �M�¥�M�\�̂�q
Y�[�ò�t�é�Q�”�ä �~
�ª�ã �ï�́�ï	n�*�U�{�l�h�X �“ �q���§�Q�o
�1�‡�Q�h�w�x�z 
\
��A�1�t� �—� �̀‘ �O
�q�̀ �h
³�™�w�ô�Í�­�£�̄ �~�Û�ã�ï�¢�{ �f
�œ�s	Z�q�M�T�’�„�r�s�X�z �~�h�“�x�À
�t�X�j�”�{ �̀ �T�̀ �z �~�h�“�w�Ô�‘�t
¶�o
�›�°�!�̂ �d�”�á�Ë�w	̀ ���U�Z�•�”�{

u�6�w�¤�p�
�°�!� �̃’�s�T�l�h�‹�w�z
�f�•�x�œ�{ �®�Œ�-�$�s
t	•�¯ �w	����q
���œ�U�6�|���”�z �¤�€�Ã�¥ �w�j�{ �¢������
ü�£


ˆ�æ�;�‹ �‡�i�s�T�l�h����
H�D�w�é �ï �Å�ï�{

C�Ì�H�w�Ñ�¥ �¿�¬�x�­�ç�ð�Ÿ �ï�¢�q �q�œ�p
�‹�s�M�L�Z�›�b�”�{ �����Ô���p
H�„�›�°
	*�p�V �”�T�r�O �T�‚�•�Ñ�¥�¿�¬�x	H	��›�È�•�z
�n�›�æ�Z�z �‚�›�ý�Q�z �G�í�›
ˆ�|�z �•�•
�›�æ�Z	n�”
��̈ �°�•�w
Ö�G�s�•�• �‚ �æ
�X	��›
Í�‰�x�¥�̃ �u�ž�«�³�Ã�ï �Ä�q�­�ç
�ð�Ÿ �ï�¢�w�f�•�»�̂ �{ �2���w���É�›	Ð
�ý�Q�z�»�  �Ü�æ�Û�¿�Ä�º�t�Á�Ä�z 
\���p�V�”
�w�T�•�¢������
ü�£

	s�À�w�“ �¢�°
`	{�£
�¶�•�Ú�”�« �~�Ã�  �Ï �¿�Ä�~�Ë�¿ �Ä�¢�¿�Å�—�� �•
é���a�Ë�—�å �•	–�¶��

�{�w
t	•�›	º�p� �̀‡�b �¢�é�h�~�%�7�%�£
�ë�”�Æ�”�×�”�Ü�Ï�Ã�¦

�����Ã� �¶ �¢�é�h�~ �Ï�Ã�¦�£
�Ù�Ç�”�©�ß�Ç�¦�ï

�S�q�‹�i�̂ �t�Æ�æ�Ú	– �¢�Ç�•	{�£
�¶�•�h�T�r�w�„�O �\�—�† �•�t�̀�‰�’�K�m�\�—�å �•�Ñ�”�Õ�ç��

�S�Œ�’�d
�y���D �
 �Ô�‘ �“ �Ï�Ã�¦�å� 
�Ò�å�æ�”�w�?	Z�8���U
��
'�� �Ô�T�’ ��
'�� �Ô�•��
�Õ�q�s�“�‡�̀ �h�{ ���X�w
�M�t	��“�o�‹�’�O�h�Š�z
�&�k�8�v�›	��l�o�X�i
�̂ �M�{

�Œ�•�w	—	•�q�Ã�” �Ä�̀ �h�M�œ�{ �p
�‹�Ã�” �Ä�w
ì	��t
¬�y�•�”�t�x	—
	•�w
Õ
��t�>�t�M�’�•�”���“
ú�›
�̀ �s�X�o�x�M�Z�s�M�z �q�M�O���w�̀
�V�h�“�U�K�“ �‡�̀ �h�{ �{�h�‰�V�s�À
	ú�i�Z�›
â�+�t�z �À�w
R	,�›�è�¦
�̀ �o���¤�›�æ�Z�‡�̃ �”�����@�w	—�å
�Ú�ç�½�£�é�{ �7�™�t�€�Ã�w
¬�R�›


-�’�•�”�\�q �‹�Œ�’�c�œ�{ �  �»�æ�ž�w�‚�%�w	–�̂�s�Ê�p
���“�¿�[�’�•�”�z �q�l�o�‹ �Ð�á�ž�s	s�À
ú� �{

�Ö�¶� �̀h�y�T�“�w�Ë�ç�¦�x�z �‰�a���å�w�­
�ï�» �q���å�w�æ �ã�¢�X�œ�q�4�j�ù�̃ �d�›�̀�o
�¶�Í�•�æ�V�‡�b�{ �K�”�Ô�M�m�‹ �̂�V�t�R�o
�M�”��
��U�M�‡�d�œ�{ ���X�p�	�\�Q�”��
�
�w
 �̀›�å�M�T�Z�o�•�w�¤�•�æ�X �q�M�m�‹
�w�¶�Í�U�K�“ �‡�̀ �h�{ 
Œ
\�‹� �̂œ�s�‹�M�”
�w�t�s�œ�i�T�•�œ�p�b�{ �î�x�\�w�¶�Í�x
�©�À�É�w�¶�Í�p�z �̂�œ�s�y�Z�o�M�h�w�p�b�{

�©�À�É�w�¶�Í�q
����w�¶�Í�w�¦�v�U�q�o�‹�̧�̀�X	{�T�•�o
�M�‡�b�{

Culture Lounge

�f

’
�Ê
�½
�U

¬
�•
�Ô
�Š
�Ë

�Ü
�Ñ
�ø
� 
�»
�Ó
�¶
�D
��
�"

��
�%
	Æ
�Û
��
�D

ü
�Ü

�S�ó�|

広報10月号11ページ「10月

のこよみ」において東川第二

小学校学芸会の開催日に誤り

がありました。

関係者の皆様にご迷惑をお

掛けしたことを謹んでお詫び

申し上げます。

北
町
３
丁
目

｝

東
川
町
民
が
選
ぶ
月
間
Ｍ
Ｉ
Ｐ
賞

（
８
月
分
）
は
、
稲
葉
篤
紀
選
手
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。
稲
葉
選
手
は
８
月
中
、

打
率
３
割
６
分
７
厘
、
５
本
塁
打
と

好
調
で
、
殊
勲
打
を
多
く
放
つ
な
ど
、

印
象
度
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

授
賞
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
９
月
10
日

に
札
幌
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
、
東
川
産

ほ
し
の
ゆ
め
１
年
分
と
天
人
峡
・
旭

岳
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
終
了
し
、

残
念
な
が
ら
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
目
標

だ
っ
た
プ
レ
ー
オ
フ
進
出
を
逃
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
来
年
こ
そ
は
更

な
る
躍
進
と
悲
願
の
リ
ー
グ
優
勝
を

達
成
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
み

ん
な
で
道
民
球
団
、
北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
応
援
し
ま
し
ょ

う
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